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平成27年 平成27年 皐皐
さ つ きさ つ き

月月

広
報つくばみらいつくばみらい

P ９　狂犬病予防集合注射のお知らせ

P14　市内の出来事

P19　認知症サポーター養成講座受講者を募集

P20　がん検診・肝炎ウイルス検診のご案内

P24　つくばみらいの魅力、発信します！

４月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口49,643人（＋216）　男24,907人（＋95）　女24,736人（＋121）・世帯数18,905世帯（＋121）

P ２　27年度  市政の運営方針

P５　一般会計の主な事業

P６　ファミリーサポートセンター開設

P７　介護保険料が変わります

P８　市職員人事異動

　市内の小学校で４月７日、入学式が行われ、469 人の　市内の小学校で４月７日、入学式が行われ、469 人の
新１年生が色とりどりの大きなランドセルにたくさんの新１年生が色とりどりの大きなランドセルにたくさんの
希望を詰め込み、学び舎の門をくぐりました。希望を詰め込み、学び舎の門をくぐりました。
　谷井田小学校（　谷井田小学校（廣廣

ひろせひ ろ せ

瀬瀬茂茂
しげるしげる

校長）では、43人の新１年生が、校長）では、43人の新１年生が、
これから始まる学校生活に期待を膨らませながら、少しこれから始まる学校生活に期待を膨らませながら、少し
緊張した表情で式に臨みました。緊張した表情で式に臨みました。

ドキドキ、ワクワク１年生♪ドキドキ、ワクワク１年生♪

●主な内容
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27
年
度  

市
政
の
運
営
方
針

　

平
成
27
年
度
予
算
編
成
で
は
、

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
努
め
、

事
務
事
業
の
効
果
を
見
極
め
た
上

で
、
市
の
最
上
位
計
画
「
つ
く
ば

み
ら
い
市
新
基
本
計
画
」
の
大
き

な
政
策
目
標
「〝
み
ら
い
〞
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
に
向

け
て
」
の
実
現
の
た
め
、引
き
続
き
、

事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
、
重
要

性
を
見
極
め
な
が
ら
、
真
に
市
民

の
た
め
に
な
る
事
業
の
選
択
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
予
算
編

成
に
努
め
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
み
ら
い
平
地
区
の
開
発

の
進
捗
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
を
中

心
と
し
た
人
口
が
順
調
に
増
加
し
、

に
ぎ
わ
い
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
う

こ
と
が
、
本
市
に
と
っ
て
急
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と

し
た
人
口
が
、
順
調
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
「
子
育
て
支
援
策
の

充
実
」
と
、
中
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
「
新
基
本
計
画
の

推
進
」
を
、
平
成
27
年
度
予
算
編
成

の
柱
と
し
て
、
重
点
的
に
予
算
を
配

分
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
充
実

病
後
児
保
育
事
業
を
拡
大

　

病
気
の
回
復
期
で
、
ま
だ
保
育
所

で
の
集
団
保
育
な
ど
が
難
し
い
児
童

を
、
保
育
所
に
付
設
す
る
専
用
の
保

育
室
で
預
か
る
こ
と
で
、
保
護
者
の

子
育
て
と
就
労
を
支
援
し
ま
す
。
平

成
27
年
度
か
ら
は
１
園
追
加
し
、
２

園
の
民
間
保
育
施
設
で
実
施
し
ま

す
。

保
育
施
設
の
運
営
を
委
託
す
る
事
業

の
拡
充

　

民
間
保
育
施
設
の
誘
致
を
行
い
、

平
成
27
年
４
月
に
３
園
が
開
園
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
、
市
が
認
可
す
る
０
歳
か

ら
２
歳
児
に
保
育
を
行
う
地
域
型
保

育
事
業
の
施
設
が
、
３
園
開
設
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
新
制
度
に
よ
り
、
私

立
幼
稚
園
１
園
が
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
こ
と
で
、
市
内
に
７
つ
の

民
間
保
育
施
設
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
基
本
計
画
の
推
進

　

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
４
つ

の
重
点
施
策
に
基
づ
き
計
画
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

「
行
き
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な
る

ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」

　

福
岡
地
区
工
業
用
地
整
備
事
業
を

引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
、
現
地
の
測
量
、
都
市
計

画
変
更
に
伴
う
図
書
作
成
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
激
し
さ
を
増
す
都
市

間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
充
実
・
強

化
し
、市
の
魅
力
を
市
内
外
に
向
け
、

効
果
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
広
く
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
健
康
づ
く
り
や
市
内
外
の
多
く

の
人
の
交
流
を
図
る
た
め
、新
た
に「
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
と
「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
子
ど
も
も
大
人
も
高
齢
者
も
う
れ

し
い
、
誰
も
が
便
利
に
感
じ
る
ま
ち

を
つ
く
ろ
う
」

　
「
歩
道
の
な
い
道
路
は
道
路
で
な

い
」
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
「
歩
道
整

備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
交
通
量

調
査
な
ど
の
整
備
効
果
の
検
証
、
歩

行
者
エ
リ
ア
ペ
イ
ン
ト
な
ど
の
通
学

路
対
策
工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
希
望
の

持
て
る
、
み
ん
な
を
大
切
に
し
た
ま

ち
を
つ
く
ろ
う
」

　

み
ら
い
平
地
区
の
児
童
生
徒
の
増

加
に
伴
う
陽
光
台
小
学
校
の
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、
整
備
目
標
を

平
成
30
年
４
月
１
日
と
し
て
、
新
た

に
（
仮
称
）
富
士
見
ヶ
丘
小
学
校
を

建
設
し
、
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備

を
図
る
も
の
で
す
。平
成
27
年
度
は
、

基
本
・
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
方
創
生
な
ど
へ
の
取
り
組
み

　

現
在
、
国
や
地
方
自
治
体
に
お
い

て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」、

い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
の
取
り
組

み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
と
が
一
体

と
な
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、本
市
に
お
い
て
も「
つ

く
ば
み
ら
い
市 

ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
国
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
国
の
総
合
戦

略
を
勘
案
し
つ
つ
、
２
０
６
０
年
ま

で
の
長
期
を
見
据
え
た
「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」、
お
よ
び
今
後
５
カ
年

の
目
標
や
施
策
の
基
本
方
向
、
具
体

的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
つ
く
ば
み

ら
い
市
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
市
の
発
展
の
た
め
、
ま

た
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

日
々
の
生
活
を
明
る
く
豊
か
に
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
地
方
創
生

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
３
月
に
、
本
市

は
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
一
体

感
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
を
「
市
制
記
念

イ
ヤ
ー
」
と
位
置
付
け
、
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募
に
よ
り
作
成

し
、
平
成
28
年
３
月
27
日
に
は
、
記

念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
初
め
て
の
事
業
と

し
て
、
戦
没
者
追
悼
式
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
後
70
年
を
節

目
と
し
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
関
係

す
る
戦
没
者
に
対
し
、
追
悼
の
意
を

表
す
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念

し
、
市
政
発
展
へ
の
決
意
を
新
た
に

す
る
た
め
、
追
悼
式
を
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
通
院
通
所
交
通
費

助
成
事
業
を
、
こ
れ
ま
で
の
路
線
バ

ス
運
賃
助
成
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
運
賃

に
係
る
初
乗
り
料
金
の
助
成
に
改
正

し
、
実
施
し
ま
す
。

「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
方
が
安
心
な

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」

　

庁
舎
改
築
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
の
植
栽
撤
去
工
事

に
引
き
続
き
、
庁
舎
本
体
の
改
築
工

事
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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新年度一般会計予算
208 億 3,025 万 5千円

会計名 平成 27年度 平成 26 年度 比較 増減率（％）

一般会計 208 億 3,025 万 5千円 195 億 1,134 万 4千円 13 億 1,891 万 1千円 6.8

特
別
会
計

国民健康保険 60億 4,743 万 3千円 52 億 9,101 万 8千円 7億 5,641 万 5千円 14.3
後期高齢者医療 3億 8,050 万 1千円 3億 4,886 万 3千円 3,163 万 8千円 9.1
介護保険 29 億 6,158 万 9千円 28 億 6,021 万 3千円 1億 137 万 6千円 3.5
公共下水道事業 9億 5,482 万 1千円 9億 5,979 万 4千円 ▲ 497 万 3千円 ▲ 0.5
農業集落排水事業 4億 6,699 万 6千円 4億 6,607 万円 92 万 6千円 0.2
市営分譲住宅 4,326 万 7千円 4,379 万 7千円 ▲ 53 万円 ▲ 1.2
特別会計合計 108 億 5,460 万 7千円 99 億 6,975 万 5千円 8億 8,485 万 2千円 8.9

合計 316 億 8,486 万 2千円 294 億 8,109 万 9千円 22 億 376 万 3千円 7.5

水
道
事
業

水道事業収益（収入） 14億 3,139 万 3千円 14 億 538 万 6千円 2,600 万 7千円 1.9
水道事業費用（支出） 13億 1,260 万 8千円 13 億 6,452 万 1千円 ▲ 5,191 万 3千円 ▲ 3.8
資本的収入 3億 1,268 万 8千円 1億 6,811 万 5千円 1億 4,457 万 3千円 86.0
資本的支出 7億 2,397 万円 6億 1,408 万 4千円 1億 988 万 6千円 17.9

【会計別予算総括表】

平成27年度の一般会計支出額を平成27年
３月末現在の人口4万9,643人で割ったお
およその金額です。一人あたり　41万9,601円

  総務費
58,985円

  民生費
132,780円

  衛生費
20,150円

農林水産業費
　12,568円

  土木費
74,071円

  消防費
17,915円

  教育費
64,932円

  公債費
31,402円

  その他
 6,798円

市役所管理などの費用
福祉、子育て支援
などの費用

健康診断、ごみ処理、
放射能対策などの費用

農業振興などの費用 道路、公園、都市計画
などの費用 消防、防災などの費用

学校、公民館、図書館
などの費用

借入金（市債）の
返済金

議会運営、商工振興
などの費用

市民一人の歳出額

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
の
規

模
は
、
２
０
８
億
３
０
２
５
万
５
千

円
で
、
前
年
度
の
平
成
26
年
度
当
初

予
算
と
対
比
す
る
と
６
・
８
％
の
伸

び
と
な
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
社
会
保
障
に
係

る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
介
護
保
険

特
別
会
計
は
前
年
度
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
施
設
の
維
持
管
理
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
・
市
営
分
譲
住
宅
特
別
会
計
は
、

ほ
ぼ
前
年
度
と
同
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
管

路
更
新
工
事
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
、
資
本
的
収
支
が
前
年
度
よ
り
大

き
く
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は

過
去
最
大
規
模
に

伊奈庁舎財政課　☎ 58‐ 2111( 内線 1231)問



4－広報つくばみらい５月号（No.109）－

一般会計　歳入

歳　入
208億
3,025万5千円

依存財源 113億4,662万8千円　54.5％
国・県から交付されるお金や借入金など

市債  13.9％
28億8,840万円（▲4.8％）

市税   35.1％
73億425万2千円（5.8％）

自主財源 94億8,362万7千円　45.5％
皆さんから納めていただいた税金など

※(　)内は、対前年度増減率

地方交付税など   18.3％
38億670万円（8.7％）

分担金・負担金および使用料
・手数料   2.0％
4億1,255万8千円（16.3％）

国・県支出金   22.3％
46億5,152万8千円（13.4％）

一般会計　歳出（性質別）

名　称名　称 金　額金　額 対前年度対前年度
増減率増減率

人件費 31億4,614万1千円 1.0%

物件費 41億6,010万8千円 49.9%

維持補修費 1億2,131万1千円 ▲22.5%

扶助費 23億6,062万1千円 5.7%

補助費等 24億9,742万4千円 ▲19.3%

普通建設
事業費 44億5,210万円 ▲1.6%

災害復旧
事業費 2千円 ▲99.9%

公債費 15億5,862万円 5.1%

積立金 3,513万7千円 332.9%
投資および
支出金 992万8千円 ▲28.1%

貸付金 2,202万2千円 ▲3.4%

繰出金 24億5,684万1千円 18.6%

予備費 1,000万円 0.0%

合計 208億3,025万5千円 6.8%

一般会計　歳出（目的別）

歳　出

総務費  14.1％  29億2,820万3千円（89.9％）
庁舎などの財産管理、統計調査、戸籍の管
理などの経費

民生費  31.6％　
65億9,159万5千円（18.9％）
子育て支援、福祉の充実など
の経費

その他  1.1％   2億3,384万円（35.9％）
議会費や予備費などの経費

農林水産業費  3.0％　6億2,393万1千円
（7.5％）農業の振興などの経費

土木費  17.6％　36億7,711万6千円
（30.1％）道路、公園整備などの
経費

公債費  7.5％　15億5,890万7千円
（5.2％）市の借入金である市債の
返済などの経費

教育費  15.5％
32億2,342万4千円
（▲40.8％）学校教育、
生涯学習、文化・スポー
ツの振興などの経費

208億
3,025万5千円

商工費  0.5％　1億352万9千円（▲1.3％）
商工業、観光の振興などの経費

消防費  4.3％　8億8,937万9千円（3.1％）
火災の予防、防災対策などの経費

衛生費  4.8％　10億33万1千円
（5.5％）疾病予防、環境保全、
ごみ処理などの経費

その他（寄附金・繰越金など）    8.4％
17億6,681万7千円（9.7％）
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【
総
務
費
】

○
福
岡
地
区
工
業
用
地
整
備
事
業（
継

　

続
）

　

３
１
２
１
万
２
千
円

　

企
業
誘
致
の
新
た
な
受
け
皿
づ
く

　

り
と
し
て
、
福
岡
地
区
の
工
業
用

　

地
整
備
（
約
32
㌶
）
を
進
め
ま
す
。

○
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業（
新

　

規
）

　

３
０
６
万
円

　

都
市
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
、

　

市
の
魅
力
を
市
内
外
に
向
け
効
果

　

的
に
発
信
し
ま
す
。

○
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
（
新

　

規
）

　

６
９
５
万
３
千
円

　

平
成
28
年
3
月
で
市
制
施
行
10
周

　

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事

　

業
を
行
い
ま
す
。

○
庁
舎
改
築
等
整
備
事
業
（
継
続
）

　

11
億
１
９
２
４
万
７
千
円

　

伊
奈
庁
舎
の
耐
震
性
能
が
不
足
し

　

て
い
る
た
め
、
来
庁
者
・
職
員
の

　

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
改
築
し

　

ま
す
。

【
民
生
費
】

○
戦
没
者
追
悼
式
事
業
（
新
規
）

　

１
２
５
万
４
千
円

　

戦
後
70
年
を
節
目
と
し
て
、
追
悼

　

式
を
開
催
し
ま
す
。

○
病
後
児
保
育
事
業
（
拡
大
）

　

８
４
２
万
６
千
円

　

病
気
の
回
復
期
で
、
ま
だ
集
団
保

　

育
や
就
労
に
よ
る
家
庭
保
育
が
困

　

難
な
児
童
を
専
用
保
育
室
で
預
か

　

り
ま
す
。

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

事
業
（
拡
大
）

　

２
５
１
万
円

　
「
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
」、

　
「
育
児
の
支
援
を
行
い
た
い
人
」
を

　

会
員
と
し
て
、
児
童
の
預
か
り
や

　

送
迎
を
行
い
ま
す
。

○
保
育
施
設
運
営
委
託
事
業（
拡
大
）

　

11
億
６
１
１
２
万
９
千
円

　

民
間
保
育
施
設
事
業
者
に
対
し
、

　

保
育
の
委
託
を
行
い
ま
す
。（
市
内

　

13
施
設
、
市
外
14
施
設
）

○
高
齢
者
通
院
通
所
交
通
費
助
成
事

　

業
（
新
規
）

　

１
２
３
万
３
千
円

　

高
齢
者
の
方
が
、
医
療
機
関
へ
の

　

通
院
に
要
す
る
交
通
費
を
助
成
し

　

ま
す
。

○
嫁
に
来
な
い
か
事
業
（
継
続
）

　

80
万
２
千
円

　

友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
伊
奈
町

　

と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま

　

た
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
の
入
会
金
の
半
額
を
助

　

成
し
ま
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

○
農
地
中
間
管
理
事
業
（
新
規
）

　

３
４
３
５
万
円

　

県
農
地
中
間
管
理
機
構
の
委
託
を

　

受
け
、
農
地
の
借
受
け
、
貸
付
け
、

　

管
理
を
行
い
ま
す
。

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業（
新
規
）

　

２
１
４
９
万
６
千
円

　

水
路
・
農
道
な
ど
農
地
を
支
え
る

　

共
用
の
設
備
を
、
地
域
の
共
同
作

　

業
に
よ
り
維
持
保
全
す
る
活
動
を

　

補
助
し
ま
す
。

【
土
木
費
】

○
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
（
新
規
）

　

３
８
６
万
７
千
円

　

大
規
模
盛
土
造
成
地
に
お
い
て
、

　

変
動
予
測
調
査
を
行
い
、
マ
ッ
プ

　

を
作
成
し
、
住
民
へ
の
情
報
提
供

　

を
図
り
ま
す
。

○
「
歩
道
の
な
い
道
路
は
道
路
で
な

　

い
」
事
業
（
継
続
）

　

５
７
５
１
万
４
千
円

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
歩
道

　

整
備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
事
業

　

を
進
め
ま
す
。

【
消
防
費
】

○
非
常
備
消
防
総
務
費
（
継
続
）

　

３
５
６
３
万
９
千
円

　
「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
」
が
改
正

　

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
活
動
服
を

　

更
新
し
ま
す
。

【
教
育
費
】

○
（
仮
）
富
士
見
ヶ
丘
小
学
校
建
設

　

事
業
（
新
規
）

　

１
億
４
０
４
０
万
９
千
円

　

み
ら
い
平
地
区
の
急
激
な
児
童
生

　

徒
の
増
加
に
伴
い
、
新
た
に
小
学

　

校
を
建
設
し
ま
す
。
今
年
度
は
基

　

本
・
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業

　
（
拡
充
）

　

９
２
２
５
万
６
千
円

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
市
内
全
て
の

　

児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
子
ど
も
教
室

　

の
事
業
運
営
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

○
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
整
備

　

事
業
（
継
続
）

　

４
８
７
５
万
２
千
円

　

多
目
的
広
場
・
駐
車
場
を
整
備
す

一
般
会
計
の
主
な
事
業

【
歳
入
】

▼
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

　

い
た
だ
く
税
金
で
す
（
市
民
税
、

　

固
定
資
産
税
な
ど
）。

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
保
育
料
や
児

　

童
ク
ラ
ブ
の
負
担
金
な
ど
で
す
。

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
市
営
住
宅
の

　

使
用
料
、社
会
福
祉
施
設
使
用
料
、

　

体
育
施
設
の
使
用
料
な
ど
で
す
。

▼
そ
の
他
…
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰

　

越
金
、そ
の
他
の
収
入
な
ど
で
す
。

　

こ
の
繰
入
金
や
繰
越
金
と
は
、
基

　

金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
、
前
年

　

度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
標
準
的
な
財
政
運

　

営
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費（
人
口
、

　

面
積
、
道
路
の
延
長
な
ど
を
基
準

　

に
算
出
）
に
基
づ
き
、
国
か
ら
交

　

付
さ
れ
る
お
金
で
す

▼
国
・
県
支
出
金
…
道
路
整
備
・
教

　

育
施
設
整
備
な
ど
に
対
す
る
国
・

  【
用 

語 

解 

説
】

　

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
す
。

▼
市
債
…
地
方
公
共
団
体
（
市
）
が

　

行
う
事
業
で
、
特
に
大
き
な
事
業

　

を
実
施
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要

　

な
財
源
を
調
達
す
る
た
め
に
借
り

　

入
れ
る
お
金
で
す
。

【
歳
出
】

▼
人
件
費
…
議
会
議
員
の
報
酬
や
職

　

員
の
給
与
な
ど
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
需
用
費
、
委
託

　

料
な
ど
消
費
的
性
質
の
お
金
で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環

　

と
し
て
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
が

　

い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
に
対
し
て

　

支
援
を
行
う
お
金
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な

　

ど
に
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う

　

お
金
で
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共

　

施
設
の
新
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る

　

お
金
で
す
。

▼
公
債
費
…
市
の
借
入
金
の
返
済
に

　

充
て
る
お
金
で
す
。

　

る
た
め
、実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
（
新
規
）

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

５
８
０
万
円

　

み
ら
い
平
地
区
を
中
心
と
し
た
コ

　

ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

・
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

　

12
万
２
千
円

　

全
国
大
会
の
県
予
選
会
・
ビ
ギ
ナ

　

ー
ズ
大
会
（
市
長
杯
）
な
ど
を
開

　

催
し
ま
す
。

伊奈庁舎財政課　☎ 58‐ 2111( 内線 1231)問
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子育て中の皆さんを応援します！

ファミリーサポートセンターを
　　　開設しました！
　ファミリーサポートセンターは、子育ての援助を受
けたい人（利用会員）が、子育ての援助を行いたい人（協
力会員）のサポートを得て、仕事を持つ保護者はもち
ろん、子育て真っ最中の保護者が、安心して子育てが

できるよう地域ぐるみで支え合う会員制の事業です。
通院・冠婚葬祭・ＰＴＡ・残業などの日に、子どもを
少しの間預けることができたら…。そんな悩みをサ
ポートします！

④相互援助活動・料金支払

③事前打合せ③事前打合せ

①援助の申し込み①援助の申し込み
来週は仕事で遅く
なってしまうので、
保育所のお迎えに間に
合わないのですが…

はい、お近くの
協力会員の方を
探します！ ご都合はいかがですか？

はい、
大丈夫
ですよ。

コーディネーター

利用会員Ａさん

   （市内在住）
協力会員Ｂさん

   （市内在住）

②相互援助活動の依頼②相互援助活動の依頼

◎ファミリーサポートセンターの仕組み

○利用会員（子育ての援助を受けたい方）
　市内在住の妊産婦または 12歳（小学生）までの
　子育て中のご家庭の方
○協力会員（子育ての援助を行いたい方）
　市内在住の心身ともに健康で、子どもが好きな方
※協力会員は、登録後に研修を受ける必要があります。
また、利用会員と協力会員の両方を兼ねることができます。

○入会金
　入会時に、利用会員・協力会員ともに入会金 1,000 円
　が必要です。

○サポート内容
・保育施設などの開始時間前や終了時間後の預かり
・保育施設などへの送迎（送迎は市内のみ）
・保護者の体調不良時や学校行事、冠婚葬祭時などの
　預かり
・通院、買い物などの外出時の預かりなど
※保育施設など…保育所、幼稚園、認定こども園、小
学校および児童クラブ

　子どもの好きな方や育児経験のある方、また、自分の子
　どもに友達を作ってあげたい方など、可能な範囲や時間
　内で、地域の子育てに参加のご協力をお願いします。

○利用料金
　子ども１人あたりの１時間の料金です。（宿泊は行いません）

利用時間 平日 土・日・祝日
午前９時～午後５時 700 円 800 円
・午前７時～午後９時
・午後５時～午後８時 800 円 900 円

◎ご利用案内

つくばみらい市ファミリーサポートセンター（事務
局：社会福祉協議会支所事務局／保健福祉センター
内）　☎ 25‐ 2101

問

※詳細については、お問い合わせください。

◎協力会員の募集
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介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
料
は
、40
歳
以
上
の
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
を
予
防
す
る
た
め

の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支

え
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
）
に
基

づ
く
新
し
い
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
財
源

　

介
護
が
必
要
な
方
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
た
め
財
源
は
、
保
険
料
と

保険料 公費

65歳以上
の方の保険料
22％

40 歳～ 64 歳
の方の保険料
28％

国の負担
25％

県の負担
12.5%

市の負担
12.5%

保
険
料
の
基
準
額

　

高
齢
者
人
口
や
要
介
護
・
要
支
援

者
の
増
加
、
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
３
年
間
で
約
96
億
円
の

給
付
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。　

　

市
で
は
保
険
料
に
つ
い
て
、
所
得

に
応
じ
た
適
正
な
保
険
料
負
担
の
趣

旨
か
ら
、
所
得
段
階
設
定
を
こ
れ
ま

で
の
８
段
階
区
分
か
ら
13
段
階
区
分

と
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
抑
制

を
図
る
た
め
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
の
積
立
金
を
取
り
崩
し
を
行
い
ま

し
た
。

■介護保険の財源内訳（利用者負担は除く）

所得段階 住民税 対象者 保険料率 保険料（年額）

第１段階

本
人
が
非
課
税

非
課
税
世
帯

・生活保護を受給している人
・老齢福祉年金を受給している人
・前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が　
   80 万円以下の人

基準額× 0.45 28,740 円

第２段階 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円を超え、120 万円以下の人 基準額× 0.75 47,900 円

第３段階 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
120 万円を超えている人 基準額× 0.75 47,900 円

第４段階 課
税
世
帯

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の人 基準額× 0.90 57,480 円

第５段階 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円を超えている人 基準額 63,870 円

第６段階

本
人
が
課
税

前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 基準額× 1.20 76,640 円
第７段階 前年の合計所得金額が 120 万円以上 190 万円未満の人 基準額× 1.30 83,030 円
第８段階 前年の合計所得金額が 190 万円以上 290 万円未満の人 基準額× 1.50 95,800 円
第９段階 前年の合計所得金額が 290 万円以上 400 万円未満の人 基準額× 1.70 108,570 円
第 10 段階 前年の合計所得金額が 400 万円以上 600 万円未満の人 基準額× 1.90 121,350 円
第 11 段階 前年の合計所得金額が 600 万円以上 800 万円未満の人 基準額× 2.10 134,120 円
第 12 段階 前年の合計所得金額が 800 万円以上 1,000 万円未満の人 基準額× 2.30 146,900 円
第 13 段階 前年の合計所得金額が 1,000 万円以上の人 基準額× 2.50 159,670 円

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

本
人
や
世
帯
の
住
民
税
の
課
税
状
況

や
所
得
金
額
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
〜
29
年
度
の
介
護
保
険

料
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

公
費
で
半
分
ず
つ
賄
わ
れ
、
保
険
料

の
う
ち
22
％
が
、
65
歳
以
上
の
方
の

保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」

を
も
と
に
決
ま
り
ま
す
。

　  市で必要な
  介護サービスの
　　　費用

65歳以上の方の
   　負担割合
　　   22％

　  市内に住む
65歳以上の方の
　　　人数

× ÷ 基準額＝

基準額の算出イメージ

■介護保険料の所得段階表（平成 27年度～ 29年度）

　

  

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
３
）

問

※ 40歳～ 64歳の方の介護保険料については、加入している各医療保険者へお問い合わせください。
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市
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
人
事
異
動
は
、
内
部
昇
格
な
ど
も
含
め
、

全
職
員
の
約
37
％
に
あ
た
る
１
２
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
人
事
異
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
機
構
改
革
に
よ
る
市
長
公
室
の

機
能
強
化
で
す
。
新
た
に
市
長
公
室
に
「
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
課
」
を

設
置
し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

課
内
室
と
し
て
「
福
岡
地
区
整
備
推
進
室
」
を
併
せ
て
設
置
し
、
よ
り

一
層
の
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。部
長
級
へ
の
昇
任
昇
格
者
は
8
人
、

課
長
へ
の
昇
格
者
は
4
人
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
も
女
性
課
長

が
新
た
に
１
人
誕
生
し
、
合
わ
せ
て
3
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
積

極
的
に
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
（　

）
は
、
旧
所
属
お
よ
び
前
職
で
す
。

市
長
公
室

◆
市
長
公
室
長
＝
石い
し
が
み神
栄さ
か
え（
保
健
福

祉
部
長
）
●
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
課

長
＝
斉さ
い
と
う藤
孝こ
う
じ次
（
都
市
計
画
課
長
）

○
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
課
長
補
佐
＝

荒あ
ら
い井

一ひ
と
し志

（
企
画
課
長
補
佐
）
○
み

ら
い
ま
ち
づ
く
り
課
福
岡
地
区
整
備

推
進
室
長
＝
飯い

い
ず
み泉

隆た
か
し（

上
下
水
道
課

長
補
佐
）

総
務
部

◆
総
務
部
長
＝
木き
む
ら村
明あ
き
お夫
（
会
計
管

理
者
兼
参
事
兼
会
計
課
長
）
◆
参
事

兼
総
務
課
長
＝
吉よ

し
だ田

弘ひ
ろ
ゆ
き之

（
上
下
水

道
課
長
）
◆
参
事
兼
税
務
課
長
＝

中な
か
む
ら村

将ま
さ
し（

税
務
課
長
）
●
財
政
課
長

＝
中な

か
じ
ま島

強つ
よ
し（

企
画
課
長
）
●
収
納
課

長
＝
直な
お
い井

和か
ず
み美

（
産
業
経
済
課
長
補

佐
）
●
安
心
安
全
課
長
＝
須す

か

お
加
尾

博ひ
ろ
し司

（
生
涯
学
習
課
長
）

市
民
経
済
部

◆
市
民
経
済
部
長
＝
中な
か
や
ま山
和か
ず
ひ
ろ広
（
財

保
健
福
祉
部

◆
保
健
福
祉
部
長
＝
斉さ
い
と
う藤
一は
じ
め（
参
事

兼
議
会
事
務
局
長
）
●
介
護
福
祉
課

長
＝
草く
さ
ま間
節た
か
し（
こ
ど
も
福
祉
課
長
補

佐
）
●
国
保
年
金
課
長
＝
岩い

わ
も
と本

将ま
さ
し史

（
市
民
窓
口
課
長
）
○
社
会
福
祉
課

長
補
佐
＝
石い

し
い井

満み
つ
る（

財
政
課
主
査
）

○
こ
ど
も
福
祉
課
長
補
佐
＝
飯い

い
ず
み泉

健た
け
し（

会
計
課
主
査
）
○
伊
奈
第
２
保

育
所
長
＝
山や

ま
な
か中

美み

よ

こ
世
子
（
伊
奈
第
２

保
育
所
主
任
保
育
士
）
○
伊
奈
第
３

保
育
所
長
＝
吉よ

し
だ田

節せ
つ
こ子

（
伊
奈
第
３

保
育
所
主
任
保
育
士
）
○
伊
奈
第
４

保
育
所
長
＝
佐さ

く

ま
久
間
和か

ず
こ子

（
伊
奈
第

２
保
育
所
長
）
○
谷
和
原
第
１
保
育

所
長
＝
名な
ご
し越
孝た
か
こ子
（
伊
奈
第
３
保
育

所
長
）

都
市
建
設
部

●
都
市
計
画
課
長
＝
海え
び
は
ら

老
原
貞さ
だ
お夫

（
介
護
福
祉
課
長
）
●
建
設
課
長
＝

石い
し
じ
ま島

昭あ
き
お夫（

農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

●
上
下
水
道
課
長
＝
土ど

し

だ
信
田
栄さ

か
え（

収

納
課
長
）
○
上
下
水
道
課
長
補
佐
＝

石い
し
か
わ川
将ま
さ
ひ
ろ弘
（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

推
進
室
主
査
）

会
計
課

◆
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
会
計
課
長

＝
奈な

ば
た幡

優ま
さ
る（

総
務
課
長
）

議
会
事
務
局

◆
参
事
兼
議
会
事
務
局
長
＝
森も

り

伸し
ん
じ次

（
安
心
安
全
課
長
）

教
育
委
員
会

◆
教
育
部
長
＝
井い
な
み波

進す
す
む（

建
設
課
長
）

●
生
涯
学
習
課
長
＝
木き

か
わ川

眞ま
こ
と（

国
保

年
金
課
長
）
○
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
＝
直な

お
い井

仁ひ
と
し志

（
社
会
福
祉

課
長
補
佐
）
○
谷
和
原
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
＝
中な

か
い
ず
み泉

次つ
ぎ
お男

【
再
任

用
】（
総
務
部
長
）
○
生
涯
学
習
課

図
書
館
長
補
佐
＝
大お
お
や
ま山
茂し
げ
る（
学
校
教

育
課
主
査
）

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

◎
沖お

き
た田

照て
る
お雄

（
市
長
公
室
長
）
◎

中な
か
い
ず
み泉

次つ
ぎ
お男

（
総
務
部
長
）
◎
豊と

よ
し
ま島

利と
し
お夫

（
市
民
経
済
部
長
）
◎
大お

お
く
ぼ

久
保

明あ
き
か
ず一
（
教
育
部
長
）
◎
渡わ
た
な
べ辺
悦え
つ
こ子

（
伊
奈
第
４
保
育
所
長
）
◎
河か
わ
ら
い

原
井

美み

さ

こ
佐
子
（
谷
和
原
第
１
保
育
所
長
）

◎
久く

ぼ

た
保
田
マ
キ
子こ

（
す
み
れ
幼
稚
園

用
務
員
）
◎
後ご
と
う藤
望の
ぞ
み（
す
み
れ
幼
稚

園
教
諭
）

新
規
採
用
者

※
（　

）
内
が
所
属
先
と
な
り
ま
す
。

▼
鈴す

ず
き木

智と
も
え絵

（
政
策
秘
書
課
）
▼

飯い
い
じ
ま島

秀ひ
で
あ
き明

（
総
務
課
）
▼
宮み

や
も
と本

佳か
お
り織

（
財
政
課
）
▼
嶋し

ま
だ田

康や
す
こ子

（
税
務

課
）
▼
高た

か
の野

伸の
ぶ
あ
き章

（
産
業
経
済
課
）

▼
野の
む
ら村
貴た
か
ひ
ろ洋
（
市
民
窓
口
課
）
▼

結け
っ
そ
く束
奈な
つ
き月
（
社
会
福
祉
課
）
▼
林
は
や
し

由ゆ

き

え
貴
江
（
こ
ど
も
福
祉
課
）
▼
柗ま
つ
や
ま山

裕ゆ
う
こ子（
健
康
増
進
課
兼
が
ん
対
策
室
）

▼
中な
か
ご
め込
樹た
つ
き（
建
設
課
）
▼
須す
ど
う藤
翔し
ょ
う
た太

政
課
長
）
●
市
民
窓
口
課
長
＝
小こ
す
げ菅

美み

ち

こ

智
子
（
市
民
窓
口
課
長
補
佐
）
○

産
業
経
済
課
長
補
佐
＝
川か

わ
た田

賢け
ん
じ司

（
産
業
経
済
課
主
査
）
○
市
民
窓
口

課
長
補
佐
＝
関せ

き

佐さ

か

え

佳
恵
（
都
市
計
画

課
主
査
）

農
業
委
員
会

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
永な
が
の野

鉄て
つ
お雄
（
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）
○
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐

＝
石い

し
が
み神

正ま
さ
お夫

（
農
業
委
員
会
事
務
局

主
査
）

（
上
下
水
道
課
）
▼
古ふ
る
や谷
隆た
か
ひ
ろ博
（
学

校
教
育
課
）
▼
山や

ま
ぐ
ち口

丈た
け
は
る晴

（
生
涯
学

習
課
）
▼
結け

っ
そ
く速

友ゆ

り理
（
伊
奈
第
3
保

育
所
）
▼
田た

が
み神

綾あ
や
な奈

（
伊
奈
第
４
保

育
所
）
▼
寺て

ら
だ田

知と
も
よ世

（
谷
和
原
第
１

保
育
所
）
▼
蛯え
び
は
ら原
夏な
つ
き生
（
わ
か
く
さ

幼
稚
園
）
▼
山や
ま
だ田
樹じ
ゅ
り里
（
す
み
れ
幼

稚
園
）

子ども・子育て支援事業計画
（概要版）を配布します
　４月から「子ども・子育て支援新制度」が施行
されました。新制度の実施にあたり、本市の子ども・
子育て支援の取り組みをより一層推進するため、
平成 31年度までの 5年計画として「つくばみらい
市子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。
　この計画は、市の特性に応じた子育て環境を整
えることにより、乳幼児・児童の教育・保育体制
の強化を図るとともに、地域全体のネットワーク
を強化し、子育てと子育て家庭を地域全体で応援
することを目的としています。
　市民の皆さんには「概要版」を全戸にお配りし
ます。計画書の全文については、ホームページに
掲載していますので、そちらをご覧ください。

伊奈庁舎こども福祉課　☎ 58‐ 2111( 内線 1160)問
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◆会場によっては混雑が予想されます。スムーズな手続きが  
　できるよう、釣り銭の出ないようご協力ください。
◆首輪は、抜けることがないよう少しきつめに着けていただ
　き、犬を十分に制御できる方がお連れください。

◆市から郵送されたはがきは、必要事項を記入してお持ちく
　ださい（問診票の欄は、必ずご記入ください）。　
◆都合により集合注射を受けられない場合や犬の具合が悪い集合注射を受けられない場合や犬の具合が悪い
　ときは、最寄りの動物病院で受けてください。この場合、　ときは、最寄りの動物病院で受けてください。この場合、
　料金が異なることがあります。　料金が異なることがあります。
◆犬の住所や飼い主などが変更になった場合は、変更の手続◆犬の住所や飼い主などが変更になった場合は、変更の手続
　きが必要です。　きが必要です。
◆登録した犬が亡くなった場合は、生活環境課へご連絡くだ
　さい。

登録もできます！
登録もできます！

　生後91日以上の犬は、登録と毎年の狂犬病注射が義務付けら
れています。狂犬病予防の集合注射は、どの会場でも受けるこ
とができます。また、会場で未登録犬の新規登録もできます。
　登録が済んでいる方には、はがきにてお知らせしています。
不明な点がありましたら、生活環境課までお問い合わせくだ
さい。

狂犬病予防集合注射のお知らせ狂犬病予防集合注射のお知らせ

○手数料（１匹あたり）
新規登録と予防注射　5,400円
予防注射のみ　　　　3,400円

※手数料の内訳
・登録手数料…2,000円
・注射手数料…3,000円
・注射済票交付手数料
　　　　　　…   400円

実施日
（５月） 会場 時間

17日㈰
谷和原庁舎 午前９時～ 10時 30 分
みらい平駐輪場 午前 10時 40 分～午後０時 10分
伊奈庁舎 午後１時 30分～３時

18 日㈪

台営農研修センター 午前９時～９時 20分
谷和原公民館　福岡分館 午前９時 30分～９時 50 分
南集荷所 午前 10時～ 10 時 20 分
田営農研修センター 午前 10時 30 分～ 10 時 50 分
日川下公民館 午前 11時～ 11 時 20 分
押砂公民館 午前 11時 30 分～ 11 時 50 分
北袋集落センター 正午～午後０時 10分
絹の台さくら公園（橋の下） 午後１時 30分～３時

19 日㈫

上長沼集会所 午前９時～９時 10分
下長沼集会所 午前９時 20分～９時 30 分
谷和原公民館分館（東楢戸） 午前９時 40分～ 10 時
前新田公民館 午前 10時 10 分～ 10 時 20 分
下小目公民館 午前 10時 30 分～ 10 時 40 分
集荷所（前細代公民館）午前 10時 50 分～ 11 時 10 分
寺畑ふるさと会館 午前 11時 20 分～ 11 時 40 分
西寿荘 午後１時～１時 40分
高齢者センター 午後１時 50分～ 2時 20 分
下馬木生活改善センター 午後 2時 30 分～ 3時
内宿公民館 午後 3時 10 分～ 3時 30 分
筒戸農村集落センター 午後３時 40分～ 4時

20 日㈬

関場・五反田公民館 午前９時～９時 20分
板橋不動院 午前９時 30分～ 10 時
勘新５期広場 午前 10時 10 分～ 10 時 30 分
勘新児童公園 午前 10時 40 分～ 11 時
元勘兵衛新田自治会館 午前 11時 10 分～ 11 時 30 分
愛宕公民館 午前 11時 40 分～ 11 時 50 分
小張上・中宿公民館 午後１時～１時 25分
芦戸公民館 午後１時 35分～１時 45 分
農協新町倉庫 午後１時 55分～２時５分

21 日㈭

豊体中宿公民館 午前９時～９時 20分
青古新田公民館 午前９時 30分～９時 40 分
青木住宅自治会館 午前９時 50分～ 10 時
狸渕公民館 午前 10時 10 分～ 10 時 20 分
山谷公民館 午前 10時 30 分～ 10 時 40 分
上平柳公民館 午前 10時 50 分～ 11 時
中平柳公民館 午前 11時 10 分～ 11 時 20 分
下平柳公民館 午前 11時 30 分～ 11 時 40 分
山王新田赤羽倉庫 午後１時～１時 30分
伊丹消防器具置場 午後１時 40分～２時
城中消防器具置場 午後２時 10分～２時 30 分
東小学校（校庭側） 午後２時 40分～３時

実施日
（５月） 会場 時間

22日㈮

根柄公民館 午前９時～９時 10分
戸茂公民館 午前９時 20分～９時 30 分
上島公民館 午前９時 40分～９時 50 分
すみれ幼稚園裏口 午前 10時～ 10 時 20 分
ＪＡ茨城みなみ農協伊奈中
央支店（いきいきセンター）午前 10時 30 分～ 11 時

ふれあい公園 午前 11時 10 分～ 11 時 40 分
高岡公民館 午後１時～１時 10分
狸穴住宅自治会館 午後１時 20分～１時 30 分
狸穴公民館 午後１時 40分～１時 50 分
野堀消防器具置場 午後２時～２時 15分
神生公民館 午後２時 25分～２時 35 分
平和台住宅 午後２時 45分～２時 55 分

谷和原庁舎生活環境課　☎ 58‐ 2111( 内線 8135)問
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伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
３
）

問
申

◆
支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
「
児
童
」
を
監
護
（
保
護
者

と
し
て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

ま
た
は
両
親
に
か
わ
っ
て
、
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）

が
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
児
童
」
と
は
、
０
歳
か
ら
18
歳

に
達
し
た
日
以
降
、
最
初
の
３
月
31

日
（
18
歳
の
年
度
末
）
ま
で
の
方
を

い
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度

以
上
の
障
が
い
（
特
別
児
童
扶
養
手

当
２
級
と
同
じ
程
度
以
上
の
障
が
い
）

が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
ま
で
と

な
り
ま
す
。
受
給
者
・
児
童
と
も
に

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
配
偶

者
（
婚
姻
の
届
出
を
せ
ず
に
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も

の
を
含
む
）
と
生
計
同
一
で
あ
る
と

き
や
、
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と

き
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
受
給
者

が
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ

り
少
な
い
と
き
、
そ
の
差
額
分
の
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の

　

状
態
に
あ
り
、
障
害
年
金
の
加
算

　

の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

　

な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
遺
棄（
連

　

絡
が
と
れ
ず
児
童
の
養
育
を
放
棄

　

し
て
い
る
こ
と
）
し
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ

　

れ
て
い
る
児
童

⑦
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

⑧
母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
当
時
の
事

　

情
が
不
明
で
あ
る
児
童

⑨
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ

　

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

◆
手
当
の
支
給

　
児
童
扶
養
手
当
の
金
額
は
、
受
給
資

格
者
本
人
と
、
受
給
資
格
者
と
同
一
住

所
の
扶
養
義
務
者
（
親
族
）
の
所
得
金

額
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
部
が
支
給
さ

れ
る
場
合
と
手
当
の
一
部
の
み
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
額
に
よ
り
、
全
部
が
支
給
停

止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
手
当
の
額
（
平
成
27
年
４
月
か
ら

変
更
）

【
支
給
対
象
児
童
１
人
の
場
合
】

・
全
部
支
給
↓
月
額
４
万
２
０
０
０
円

・
一
部
支
給
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

↓
月
額
４
万
1
９
９
０
円
〜
９
９

　

１
０
円

【
支
給
対
象
児
童
２
人
以
上
の
場
合
】

　

全
部
支
給
・
一
部
支
給
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
前
記
の
金
額
に
、
第
２
子
に

つ
い
て
は
５
千
円
、
第
３
子
以
降
は

１
人
に
つ
き
３
千
円
を
加
算
し
た
金

額
に
な
り
ま
す
。

◆
手
当
の
支
払
日

　

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
月
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
年
３
回
、
支

払
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
が
支
払

わ
れ
ま
す
。（
支
給
日
が
土
、
日
、
国

民
の
祝
日
な
ど
に
当
た
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
日
の
前
日
と
し
ま
す
）

○
支
払
日

・
４
月
11
日
…
12
月
分
か
ら
３
月
分

・
８
月
11
日
…
４
月
分
か
ら
７
月
分

・
12
月
11
日
…
８
月
分
か
ら
11
月
分

◆
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
受
給
資
格
者
本

人
、
配
偶
者
お
よ
び
同
住
所
に
住
む

扶
養
義
務
者
（
父
母
、
子
、
祖
父
母
、

兄
弟
な
ど
）
の
前
年
分
（
１
〜
６
月

ま
で
の
間
に
請
求
す
る
と
き
は
前
々

年
分
）
の
所
得
に
よ
り
、
そ
の
年
の

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
一
年
分

の
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。
右
の
表

の
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る
と
き

は
、手
当
の
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

◆
現
況
届
に
つ
い
て

　

す
べ
て
の
受
給
資
格
者
は
毎
年
８

月
中
に
、
手
当
を
受
け
る
資
格
を
確

認
す
る
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

８
月
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
に
な

り
、
２
年
以
上
提
出
さ
れ
な
い
場
合

に
は
受
給
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。
受

給
資
格
者
の
方
で
、
ま
だ
現
況
届
の

提
出
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
（
父
子
家
庭
の
方
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
・
死
亡
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
の
手
当
は
申
請
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
長
期
受
給
者
の
支
給
制
限

　

手
当
を
受
給
し
て
５
年
経
過
も
し

く
は
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
経
過
し
た
と
き
に
は
、
手
当
の
半

分
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
就
労
し
て
い
る
場
合
、

就
職
活
動
を
し
て
い
る
場
合
、
疾
病

な
ど
に
よ
り
就
労
が
困
難
な
状
況
で

あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
支
給
停
止
の

除
外
の
申
請
が
可
能
で
す
。
対
象
者

に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
必
ず

期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
た
場
合
、

遅
れ
た
月
分
の
手
当
が
減
額
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

扶養
人数

受給資格者本人 扶養義務者
全部支給
所得制限額

一部支給
所得制限額

所得制限額

０人 19万円未満 192万円未満 236万円未満

１人 57万円未満 230万円未満 274万円未満

２人 95万円未満 268万円未満 312万円未満

３人 133万円未満 306万円未満 350万円未満

４人 171万円未満 344万円未満 388万円未満

５人 209万円未満 382万円未満 426万円未満

≪所得制限限度額≫

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します）
所得額＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除
額など）＋養育費の8割相当額－諸控除－8万円
（社会保険料相当額として一律8万円とします）
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戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
で
協
定
書
を
締
結

　
「
い
ば
ら
き
戸
籍
共
同
シ
ス
テ
ム

の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
協
定
」

の
調
印
式
が
３
月
27
日
、
茨
城
県
市

町
村
会
館
で
行
わ
れ
、
那
珂
市
、
つ

く
ば
み
ら
い
市
、
小
美
玉
市
、
茨
城

町
お
よ
び
五
霞
町
の
５
市
町
が
協
定

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
戸
籍
シ
ス
テ

ム
の
共
同
化
は
、
県
内
で
初
め
て
の

も
の
と
な
り
ま
す
。

　

信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
戸
籍
デ
ー
タ
を
保
全
す
る
こ
と
で
、

▷
協
定
書
を
手
に
す
る
片
庭
市
長

（
左
か
ら
４
番
目
）

安
全
性
お
よ
び
災
害
時
の
業
務
継
続

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
化
さ
れ
て
も
戸
籍

デ
ー
タ
の
ア
ク
セ
ス
権
限
は
、
各
市

町
ご
と
に
限
定
さ
れ
る
な
ど
、
情
報

の
保
護
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
市
民
窓
口
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
１
１
）

問

２
つ
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

２
輪
車
な
ど
の
税
率
引
き
上
げ
を
延
期
し
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
増
税
に

伴
な
い
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」・「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
27
年

度
も
国
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。
支
給
金
額
な
ど
は
昨
年
度

と
変
更
と
な
り
ま
す
。
申
請
期
間
や

方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
広
報
つ
く
ば
み
ら
い
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
の
「
２
つ
の

給
付
金
」
の
申
請
受
付
は
、
１
月
５

日
を
も
ち
ま
し
て
す
で
に
終
了
し
て

い
ま
す
。

　

 「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
…
伊
奈
庁

舎
社
会
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
５
１
）
／
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
…
伊
奈
庁
舎

こ
ど
も
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
６
３
）

問
　

平
成
27
年
度
地
方
税
制
改
正
に
伴

い
、
軽
自
動
車
税
（
２
輪
車
な
ど
）

の
税
率
引
き
上
げ
時
期
が
、
当
初
の

平
成
27
年
４
月
1
日
か
ら
平
成
28
年

４
月
1
日
に
１
年
延
期
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
市
で
は
小
型

特
殊
自
動
車
の
新
税
率
適
用
時
期
を

平
成
28
年
４
月
と
し
、
１
年
延
期
す

　

  

伊
奈
庁
舎
税
務
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
３
１
）

問 る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
平
成
26
年

度
と
同
額
の
税
率
を
適
用
し
、
課
税

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
最
初
の

新
規
検
査
を
受
け
た
軽
４
輪
（
３
輪

以
上
の
軽
自
動
車
）
な
ど
で
、
排
出

ガ
ス
性
能
お
よ
び
燃
費
性
能
の
優
れ

た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
燃
費
性
能
に
応
じ
て
、

平
成
28
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
税

率
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
、
い
わ
ゆ

る
「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）」

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
は
、
５
月
15
日
㈮
に
発

送
予
定
で
す
。
納
税
期
限
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５月 31 日はクリーン作戦！　　
　ご協力をお願いします

　市では、環境美化運動の一環として、市民参加によ
る市内一斉清掃（クリーン作戦）を実施します。
　皆さんのご参加、ご協力をお願いします。
▼日時：５月 31日㈰　午前８時頃～２時間程度
※小雨決行（荒天の場合は６月７日㈰に延期）
※時間は目安です。各地域の都合に合わせて、各自実
施してください。
▼実施場所：地域の道路など

問
　清掃可能な公共の場所
　　谷和原庁舎生活環境課　
☎ 58‐ 2111（内線 8136）

保
育
士
（
嘱
託
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、保
育
所
の
嘱
託
職
員（
保

育
士
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
＝
保
育
士（
有
資
格
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
児
童
の
保
育

▼
募
集
人
員
＝
９
人　
　

▼
雇
用
期
間
＝
６
月
１
日
㈪
〜
平
成

　

28
年
３
月
31
日
㈭

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
７
時
30
分
〜
午

　

後
７
時
（
内
７
時
間
勤
務
）

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
各
保
育
所

▼
時
給
＝
１
２
０
０
円
（
勤
務
３
年

　

目
か
ら
１
２
５
０
円
に
昇
給
）

※
通
勤
手
当
別
途
支
給
、
時
間
外
勤

務
あ
り

▼
申
し
込
み
方
法
＝
伊
奈
庁
舎
こ
ど

　

も
福
祉
課
へ
電
話
連
絡
の
上
、
総

　

務
課
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

・
臨
時
職
員
等
登
録
申
込
書
（
写
真

　

貼
付
）

▼
申
込
期
限
＝
５
月
12
日
㈫　

午
後

　

５
時

▼
面
接
試
験
＝
申
し
込
み
受
け
付
け

　

終
了
後
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
・

１
１
６
４
）

問
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父
子
・
母
子
家
庭
等
福
祉
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

■
父
子
及
び
母
子
家
庭
等
福
祉
金
と
は　

　

市
で
は
、
事
故
・
疾
病
な
ど
に
よ

り
両
親
を
失
っ
た
、
ま
た
は
父
子
・

母
子
世
帯
と
な
っ
た
家
庭
の
児
童
を

監
護
・
養
育
す
る
方
に
対
し
、
児
童

１
人
に
つ
き
月
額
１
５
０
０
円
の
父

子
及
び
母
子
家
庭
等
福
祉
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

こ
の
福
祉
金
は
申
し
込
み
が
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

 　

 

伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
３
）

問
申

い
ば
ら
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド
・
い
ば
ら
き

シ
ニ
ア
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
す
か
？

　

県
内
の
協
賛
店
で
、
料
金
割
引
や

ポ
イ
ン
ト
加
算
な
ど
の
特
典
が
受
け

ら
れ
る
カ
ー
ド
を
配
付
し
て
い
ま

す
。現
在
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
く
、

配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
配
付

場
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
い
ば
ら
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド

　

妊
娠
中
の
方
、
お
よ
び
18
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
家
庭
に
配
付
し

て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
方
が
申
請
す

る
場
合
は
、妊
娠
が
わ
か
る
も
の（
母

子
手
帳
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
の
配
付
は

１
世
帯
に
つ
き
１
枚
で
す
。

  

樹
木
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

■
樹
木
は
早
め
に
お
手
入
れ
を　

　

道
路
に
接
す
る
民
地
な
ど
で
管
理

し
て
い
る
樹
木
や
生
垣
が
、
枝
葉
を

落
と
し
た
り
、
道
路
上
に
伸
び
出
て

い
る
と
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
と
な
り
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
起
因
し
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
当
該
樹
木
の
所
有
者
は
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
樹

木
所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
、
安
全
に
道
路
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
早
め
の
剪
定
・
伐
採
・

除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
作
業
上
の
注
意
事
項

○
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作

　

業
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
事

　

前
に
最
寄
り
の
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ

　

Ｔ
に
連
絡
し
て
、
立
ち
会
い
の
も

　

と
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
通
行
車
両
や
歩
行
者
の
安
全
確
保

　

と
、
樹
木
か
ら
の
転
落
防
止
な
ど

　

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

○
東
京
電
力
茨
城
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

　

タ
ー　

☎
０
１
２
０
‐
９
９
５
‐

　

３
３
２

○
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本　

☎
１
１
３
（
局

　

番
な
し
）

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
以
外
の
固
定
電
話
か
ら
の
場
合

　

☎
０
１
２
０
‐
４
４
４
‐
１
１
３

　

 
谷
和
原
庁
舎
建
設
課　

☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
８
１
８
２
）

問

【
配
付
場
所
】
…
こ
ど
も
福
祉
課 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
配
付
に
関
す
る
こ
と
…
伊
奈
庁
舎

　
こ
ど
も
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
６
３
）

○
制
度
に
関
す
る
こ
と
…
茨
城
県
子

　

ど
も
家
庭
課　

☎
０
２
９
‐
３
０

　

１
‐
３
６
１

◆
い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
、
料
金
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
加
算
な
ど

の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。

　

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
住

所
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

を
持
っ
て
、
配
付
を
希
望
す
る
本
人

が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
配
付
場
所
】

○
介
護
福
祉
課
・
市
民
窓
口
課
（
谷

　

和
原
庁
舎
の
み
）

○
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
次

　

の
４
カ
所
）

①
社
会
福
祉
協
議
会
（
き
ら
く
や
ま
ふ

　

れ
あ
い
の
丘
す
こ
や
か
福
祉
館
内
・

　

神
生
５
３
０
）
☎
57
‐
０
１
２
３

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

い
な
の
里 

　
（
長
渡
呂
新
田
８
４
０
‐
２
）　

☎

　

57
‐
１
２
２
７

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぬ
く
も
り
荘

　
（
古
川
１
０
４
７
）
☎
52
‐
１
２
８
０

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
雅
荘 （
福

　

岡
１
１
９
９
）　

☎
20
‐
５
５
２
５

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
配
付
に
関
す
る
こ
と
…
伊
奈
庁
舎

　

介
護
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
７
４
）　

○
制
度
に
関
す
る
こ
と
…
茨
城
県
長　

　

寿
福
祉
課　

☎
０
２
９
‐
３
０
１

　

‐
３
３
２
６

※
協
賛
店
な
ど
詳
細
は
、
茨
城
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
い
ば
ら
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド　

http://w
w
w
.kids.pref.ibaraki.

jp/kids/pc/

◎
い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド　

http://www.senior.pref.ibaraki.jp

■
福
祉
金
の
対
象
に
な
る
児
童

　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の
児
童

で
、次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
が
死
亡
し

　

た
児
童

②
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

③
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
が
重
度
障

　

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
の
生
死
が

　

明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
そ
の
ほ
か
前
各
号
に
準
ず
る
状
態

　

に
あ
り
、
現
に
両
親
ま
た
は
そ
の

　

一
方
か
ら
監
護
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
児
童
で
、
市
長
が
認
め

　

る
方

■
福
祉
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
父
子
母
子
家

庭
等
福
祉
金
申
請
書
」
を
、
こ
ど
も

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
の
際
は
、
通
帳
な
ど
受
給
者
名

義
の
金
融
機
関
口
座
の
わ
か
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

■
福
祉
金
の
支
給

　

福
祉
金
は
、
年
１
回
３
月
に
、
そ

の
年
度
分
を
一
括
し
て
支
給
し
ま
す

（
口
座
振
り
込
み
）。
支
給
者
に
は
、

３
月
中
旬
頃
に
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
ず
内
容
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

いばらき Kids Club カード いばらきシニアカード
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公
共
施
設
の
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

継
続
的
に
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
、
公
共
施
設
の
里
親

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
公
園
や
道
路
な
ど
の
公

共
施
設
の
里
親
と
な
っ
て
、
清
掃
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ

け
る
市
民
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

  

公
共
施
設
里
親
制
度
と
は
？

　

公
共
施
設
（
公
園
、
道
路
、
公
民

館
な
ど
）
を
「
子
ど
も
」
に
見
立
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
里
親
」
に
な
っ

て
も
ら
い
、
定
期
的
に
清
掃
や
除
草

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

  

里
親
に
な
る
に
は
？

　

市
内
に
居
住
、
通
勤
、
通
学
す
る

小
学
生
以
上
の
個
人
ま
た
は
団
体

で
、
里
親
に
な
る
た
め
の
届
出
を
行

　

 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
５
）

問

５
月
は
水
防
月
間
で
す

大
雨
に
備
え
よ
う　

　

台
風
や
大
雨
は
、
洪
水
や
土
砂
災

害
な
ど
、
毎
年
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
し
か
し
、
台
風
や
大

雨
に
よ
る
被
害
は
事
前
の
備
え
で
軽

減
で
き
ま
す
。

【
家
の
外
の
備
え
】

①
雨
ど
い
、
家
の
周
囲
の
側
溝
や
、

　

排
水
溝
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

②
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ
ギ
を

　

か
け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
し
ま

　

し
ょ
う
。

③
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
飛

　

ば
な
い
よ
う
に
固
定
し
た
り
、
家

　

の
中
へ
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
家
の
中
の
備
え
】

①
非
常
用
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
飛
来
物
の
飛
び
込
み
に
備
え
、
窓

　

ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

　

貼
っ
た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ

　

ン
ド
を
お
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

③
断
水
に
備
え
、
飲
料
水
の
確
保
の

　

ほ
か
、
浴
槽
に
水
を
溜
め
る
な
ど

　
し
て
生
活
用
水
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

【
避
難
場
所
の
確
認
】

①
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

②
普
段
か
ら
家
族
で
、
避
難
場
所
や

　

避
難
方
法
、
連
絡
方
法
に
つ
い
て

　

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
す
る
と
き
は
、
手
荷
物
を
最

　

小
限
に
し
、
両
手
が
使
え
る
よ
う

　

  

伊
奈
庁
舎
安
心
安
全
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
２
）

問

　

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
】

○
つ
く
ば
み
ら
い
市
防
災
対
策
（
つ

　

く
ば
み
ら
い
市
）　

　

http://w
w
w
.city.tsukubam

irai.

　

lg.jp/sec/anshin/bousai/index

　
.htm

【
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
よ
う
】

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
で
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
防

災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　

地
域
で
で
き
る
こ
と
（
救
助
、
初

期
消
火
、
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
な

ど
）
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
身
を
自
分
の
努
力
で
守
る

（
自
助
）
と
、
地
域
や
近
所
の
人
々

が
集
ま
っ
て
協
力
し
て
防
災
活
動
に

取
り
組
む
（
共
助
）
に
よ
り
、
地
域

の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

い
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
合
意
書
を

取
り
交
わ
し
、
活
動
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

  

里
親
の
活
動
内
容
は
？

○
空
き
缶
、
空
き
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ

　

ト
ル
、
紙
く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
殻

　

な
ど
の
回
収

○
除
草
お
よ
び
低
樹
木
の
刈
り
込
み

　

な
ど

○
情
報
提
供

○
そ
の
ほ
か
環
境
美
化
な
ど
に
関
す

　

る
活
動

  

市
の
支
援
内
容

○
活
動
に
必
要
な
ご
み
袋
の
支
給

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入

○
統
一
帽
子
の
支
給

市立保育所市立保育所

あそびのひろばあそびのひろば

　

市
立
保
育
所
で
は
、
就
学
前
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
お
よ
び
出
産
前

後
の
妊
産
婦
の
方
を
対
象
に

「
あ
そ

保育所 ５月 ６月 ７月
伊奈第１保育所
　山王新田 1253
　☎ 58 ‐ 2422

25 日㈪
４・５月♪誕生会

22日㈪
親子で触れ合おう

耐震工事により
中止します

伊奈第２保育所
　小張 4705
　☎ 58 ‐ 1025

11 日㈪
散歩に行こう

29日㈪
６月♪誕生会

７日㈫
七夕飾りを作ろう

伊奈第３保育所
　長渡呂新田 715
　☎ 58 ‐ 1597

18 日㈪
リズムあそびを楽しもう

８日㈪
運動会ごっこをしよう

27 日㈪
７月♪誕生会

伊奈第４保育所
　狸穴 1072 ‐ 45
　☎ 58 ‐ 6002

12 日㈫
大型積み木で遊ぼう

10 日㈬
運動会ごっこをしよう

15 日㈬
夏祭りに参加しよう

谷和原第１保育所
　仁左衛門新田 641
　☎ 52 ‐ 2100

13 日㈬
ふれあい遊びをしよう

15 日㈪
運動会ごっこをしよう

16 日㈭
夏祭りに参加しよう

谷和原第２保育所
　上小目 600
　☎ 52 ‐ 4217

子育て支援室「フラワー」
　上小目 600
　☎ 52 ‐ 3966

月～金曜　　午前９時～ 11時 30 分
月・水・金　午後２時 30分～４時
（午後２時 30分～３時 30 分は園庭で遊べます）

子育て支援室「おひさま」
　紫峰ヶ丘４‐４‐１
　☎ 57 ‐ 0502

火～土曜
　　午前９時 30分～ 11 時 30 分

　　　　　　　午後１時～４時
　　　　　　　（月曜日が祝日の場合は変更あり）

び
の
ひ
ろ
ば
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

◎
毎
月
各
保
育
所
で
誕
生
会
を
行
い

　

ま
す
。
誕
生
月
の
お
子
さ
ん
だ
け

　

で
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
（
誕
生
月
の
お
子
さ
ん
に
は
、
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
）

◎
５
保
育
所
共
通
（
谷
和
原
第
２
保

　

育
所
を
除
く
）
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

　

ド
を
発
行
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を

　

集
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し

　

ま
し
ょ
う
♪

◎
月
に
1
度
、
保
育
所
で
身
体
測
定

　

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎あそびのひろば　時間：午前９時 30分～ 11 時

◎このほか、毎日園庭開放も行っています。ぜひ、ご利用ください。
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市市内内の出の出来来事事
見
守
り
協
定
、
新
た
に
２
業
種
と

陽
光
台
小
学
校
が
開
校

　

市
で
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
３
月
17
日
㈫
、

市
の
水
道
料
金
徴
収
業
務
な
ど
を
委

託
し
て
い
る
シ
ー
デ
ー
シ
ー
情
報
シ

ス
テ
ム
㈱
と
「
見
守
り
活
動
へ
の
協

力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
、
水
道
の
検
針
時
な
ど
に

見
守
り
活
動
を
行
い
、
異
常
を
発
見

し
た
際
は
、
市
に
通
報
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
25
日
㈬
に
は
、
㈱
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
同
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
で

は
、
同
社
で
展
開
す
る
弁
当
な
ど
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
際
に
、
見
守
り
活

動
を
行
う
ほ
か
、
高
齢
者
の
雇
用
促

進
を
目
指
す
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
、

県
内
の
自
治
体
で
は
初
め
て
の
協
定

　

陽
光
台
小
学
校
の
入
校
式
が
４
月

６
日
、
片
庭
市
長
、
大お

お
つ
ぼ坪

徹と
お
る

校
長

な
ど
関
係
者
が
出
席
し
、
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
入
学
式
前
日
で
、

２
〜
６
年
生
約
６
４
０
人
が
初
登
校

し
、
木
の
ぬ
く
も
り
溢
れ
る
真
新
し

い
校
舎
で
、
新
た
な
学
校
生
活
へ
の

期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
片
庭
市

長
は
「
待
ち
に
待
っ
た
み
ら
い
平
の

小
学
校
。
日
本
中
に
誇
れ
る
学
校
に

し
て
欲
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▷
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨
む
片
庭
市
長
㊥

小張ミニバスケットボールクラブの皆さん

小
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

県
南
Ｂ
地
区
新
人
大
会
で
準
優
勝

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
県
南

Ｂ
地
区
新
人
大
会
決
勝
リ
ー
グ
が
２

月
28
日
と
３
月
１
日
の
両
日
、
取
手

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
１
次
リ
ー
グ
、
２
次

リ
ー
グ
を
勝
ち
上
が
っ
た
８
チ
ー
ム

に
よ
り
決
勝
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
の
順
位
決
定
戦
で
、
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
「
小
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
が
準
優
勝
の
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

板
橋
小
の
長
坂
さ
ん

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

　

茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会

主
催
の
「
第
32
回
火
災
予
防
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
板
橋
小
学

校
の
長な
が
さ
か坂
琴こ
と
み未
さ
ん
（
当
時
５
年
）

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

長
坂
さ
ん
は「
受
賞
は
う
れ
し
い
。

普
段
か
ら
、
ス
ト
ー
ブ
の
消
し
忘
れ

に
注
意
す
る
な
ど
防
火
を
意
識
し
て

い
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▷
受
賞
し
た
長
坂
さ
ん

協定を締結した片庭市長、内
うちたけ

竹善
よしや

哉ゾーンマ
ネジャー（前列左から）と市内各店の代表

締
結
と
な
り
ま
し
た
。

▷
協
定
書
を
手
に
す
る
シ
ー
デ
ー

シ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱
の
鈴す
ず
き木
滋
し
げ
る

代
表
取
締
役
㊧
と
片
庭
市
長
㊨

古
谷
道
男
さ
ん

民
間
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

古ふ
る
や谷
道み
ち
お男
さ
ん
（
川
崎
）
が
、
市

の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
民
間
自
治

功
労
者
と
し
て
、
茨
城
県
市
長
会
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
谷
さ
ん
は
昭
和
60
年
か
ら
、
統

計
調
査
員
と
し
て
29
年
以
上
の
長
き

に
渡
り
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
や

国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
統

計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
今
な
お
現
役

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
谷
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
き
、大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と

ご
協
力
あ
っ
て
の
も
の
と
、
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
続
け

ら
れ
る
限
り
、
地
域
に
貢
献
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

▷
民
間
自
治
功
労
表
彰
を
受
賞

さ
れ
た
古
谷
さ
ん
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東
小
の
諏
訪
さ
ん

わ
が
ま
ち
自
慢
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

▷
受
賞
し
た
諏
訪
さ
ん

　

県
教
育
委
員
会
と
茨
城
新
聞
社
な

ど
が
主
催
す
る
平
成
26
年
度
「
だ
い

す
き
わ
が
ま
ち
自
慢
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
が
２
月
14
日
、
水
戸

　

福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
が
４
月
３

日
か
ら
７
日
の
５
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
１
・８
㌔
に
わ
た
っ
て
続
く

桜
の
遊
歩
道
は
、
散
策
を
楽
し
む
大

勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
４
月
４
日
に
は
、満
開
の
桜
の
下
、

新
た
な
観
光
大
使
の
任
名
式
が
行
わ

れ
、
今
年
度
新
た
に
就
任
す
る
３
人

の
観
光
大
使
に
、
片
庭
市
長
か
ら
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
名
さ
れ
た
の
は
、
市
内
在
住

の
豊と
よ
し
ま島
怜れ

な那
さ
ん
、
川か
わ
か
み上
愛あ
い

さ
ん
、

篠し
の
は
ら原
三み

な奈
さ
ん
で
す
。

　

今
回
任
命
さ
れ
た
3
人
に
、
本
市

の
魅
力
や
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

小
絹
小
の
栗
田
さ
ん

柔
道
の
茨
城
県
学
年
別
無
差
別
級
大
会
で
３
位
に

　

茨
城
県
柔
道
連
盟
主
催
の
第
64
回

茨
城
県
小
学
生
学
年
別
無
差
別
級
優表彰状を手にする栗田さん

勝
大
会
が
２
月
15
日
、
茨
城
県
武
道

館
で
開
催
さ
れ
、
小
絹
小
学
校
の

栗く
り
た田
嵩し
ゅ
う
と大
さ
ん
（
当
時
４
年
／
清
栄

館
所
属
）
が
、
4
年
男
子
の
部
で
見

事
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

栗
田
さ
ん
は
「
う
れ
し
い
気
持
ち

も
あ
る
し
、
も
っ
と
や
れ
る
と
い
う

気
持
ち
も
あ
る
。
次
は
さ
ら
に
上
を

目
指
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

桜
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

〜
や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
植
樹
〜

　

や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
磯い

そ

晟あ
き
ら

会
長
）
よ
り
桜
の
若
木
20
本
を

市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
長
年
に
渡
っ
て
地

域
へ
の
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
結
成
20
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で

▷
や
わ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

豊島　怜那さん豊島　怜那さん

川上　愛さん川上　愛さん篠原　三奈さん篠原　三奈さん

　

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
つ
く
ば
み

ら
い
市
で
育
ち
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
と
、
都
市
的
な
要
素
を
兼
ね
備
え

た
素
敵
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
特

技
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
身
に
付

け
た
笑
顔
と
度
胸
で
、
よ
り
多
く
の

人
に
つ
く
ば
み
ら
い
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
魅
力
は
、
自

然
が
豊
か
で
、
野
菜
や
お
米
が
美
味

し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
つ
く

ば
み
ら
い
の
農
産
物
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を

通
し
て
、
自
然
の
豊
か
さ
、
食
の
大

切
さ
な
ど
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
活
動
が
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

大
学
で
は
、観
光
学
部
を
専
攻
し
、

い
つ
か
地
元
の
観
光
発
展
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
観
光
大
使
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
に
思
え
る

よ
う
な
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
な
る
よ

う
、
市
の
観
光
に
つ
い
て
考
え
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
た
な
観
光
大
使
が
決
定

す
。
こ
の
若
木
は
３
月
22
日
、
同
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
み
ら
い
平

さ
く
ら
公
園
へ
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
磯
会
長
は
「
10
年
後

に
は
桜
も
大
き
く
育
ち
、
新
た
な
花

見
の
名
所
に
な
る
の
で
は
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
三
の
丸
県
立
図
書
館
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
東
小
学
校

の
諏す

わ訪
桃も
も
か香
さ
ん
（
当
時
６
年
）
が
、

茨
城
県
教
育
研
究
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

諏
訪
さ
ん
は
「
受
賞
で
き
て
う
れ

し
い
。
県
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
県

外
の
人
に
も
自
分
の
ま
ち
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め

て
書
い
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、建設課（☎58‐ 2111内線8181 ～ 8186）までご連絡ください～

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金

請
求
手
続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
５
月
７
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時 

春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

     

大
会
参
加
者
募
集

問
申

▼
日
時
＝
６
月
７
日
㈰　

午
前
９
時

　

開
会
式

▼
会
場
＝
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
参
加
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市
内
在

　

住
・
在
勤
者

▼
募
集
チ
ー
ム
数
＝
混
合
チ
ー
ム

　
（
男
性
２
人
・
女
性
２
人
）
…
16

　
チ
ー
ム
／
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム（
女

　

性
４
人
）
…
８
チ
ー
ム

▼
参
加
費
＝
７
０
０
円
／
１
人
（
弁

　

当
代
込
）

▼
申
込
期
限
＝
５
月
22
日
㈮

　
　
　

 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
（
総
合

運
動
公
園
内
）　

☎
58
‐
４
０
０
５

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い

元
気
づ
く
り

「
健
幸
ス
テ
ッ
プ
教
室
」

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い
で
は
、

転
倒
・
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
（
歩
く
脳
ト
レ
）」

を
開
発
し
た
、
筑
波
大
学
の
大お
お
く
ら藏

倫と
も
ひ
ろ博
先
生
を
招
い
て
教
室
を
開
講
し

ま
す
。
普
段
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な

い
方
も
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。
こ
の
教
室
で
体
を
生
き
生

き
さ
せ
た
り
、
仲
間
と
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
５
月
12
日
㈫
〜
８
月
４
日

　

㈫　

毎
週
火
曜
日

◎
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30

　

分
／
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分

　

〜
３
時

▼
場
所
＝
総
合
運
動
公
園
体
育
館
お

　

よ
び
青
少
年
研
修
道
場

▼
募
集
人
員
＝
午
前
・
午
後
の
部　

　

各
25
人

▼
内
容
＝
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
（
歩

　

く
脳
ト
レ
）
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

▼
応
募
資
格
＝
65
歳
以
上
の
方
、
普

　

段
あ
ま
り
運
動
を
お
こ
な
っ
て
い

　

な
い
方
、
３
カ
月
間
続
け
て
通
う

　

こ
と
が
で
き
る
方

▼
参
加
費
＝
無
料

問
申ご

利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

常
陽
銀
行

　
　

年
金
相
談

▼
持
ち
物
＝
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装

　

・
上
履
き
・
飲
物
・
タ
オ
ル
な
ど

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
み
ら
い
事

務
局　

☎
58
‐
４
５
６
６

　

 

谷
和
原
郵
便
局

　

 

年
金
相
談

　

谷
和
原
郵
便
局
で
は
、
毎
月
無
料

の
年
金
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
17
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

▼
場
所
＝
谷
和
原
郵
便
局

※
年
金
請
求
書
の
作
成
、
届
出
代
行

な
ど
の
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
郵
便
局
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う
銀
行
代

理
業
者
で
す
。

スプレー缶、使い捨てライター
　 処分方法を守りましょう！
◎ごみ収集車から火災発生！！
　２月 23日、市内で不燃ごみを収集していたごみ
収集車から火災が発生しました。幸い運転者の迅速
な対応により、大きな災害にはなりませんでした。
　スプレー缶や使い捨てライターは、ごみ収集車や
ごみ処理施設で爆発を起こし、付近の家などに延焼
することで、大きな災害に発展する危険性がありま
す。処分の際は、適正に排出してくださるようご協
力をお願いします。使い切れない場合などは、生活
環境課にご相談ください。
◎処分するときは次の２点を守ってください
・スプレー缶は、必ず使い切ってから、穴を空けて処分する
・使い捨てライターは、使い切ってから処分する

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　
　
　

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９ 

‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

問
申

谷和原庁舎生活環境課　☎ 58‐ 2111( 内線 8136)問
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～お金を要求する電話は、ニセ電話詐欺の可能性大！不安に思ったら市消費生活センター（☎25－3288）までご連絡ください～

高
齢
者
の
何
で
も
相
談
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、

高
齢
者
の
方
や
、
そ
の
ご
家
族
の
介

護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
、
生
活
全
般

に
関
す
る
相
談
窓
口
で
す
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
、

　

内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い

○
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
心
配

○
高
齢
に
な
り
一
人
（
二
人
）
で
の

　

生
活
が
不
安

○
高
齢
者
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ

○
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

　

い
（
使
い
た
い
）

　

な
ど
の
心
配
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
専
門
の
職
員
が
対
応
し
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
解
決
の
た
め

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
相
談
窓
口
の
職
員

が
定
期
的
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
の
訪
問
を
行
い
、
必

要
な
情
報
の
提
供
や
サ
ー
ビ
ス
の
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
地
区
ご
と
に
４
か
所
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

地区 電話番号 相談窓口設置場所

小張・板橋・東 57‐ 0203 社会福祉協議会

豊・谷井田・三島 57‐ 1227 いなの里

谷原・小絹 52‐ 1280 ぬくもり荘

十和・福岡・みらい平 20‐ 5525 雅荘

　

 

つ
く
ば
み
ら
い
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
57
‐
０
２
０
３

問

問
申
　
　
　

谷
和
原
郵
便
局　

☎
52 

‐

２
０
０
１

　

 
Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み

　

 
無
料
年
金
相
談

　
Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み
で
は
、
提
携
し

て
い
る
社
会
保
険
労
務
士
が
、
年
金

の
請
求
手
続
き
や
年
金
に
つ
い
て
の

問

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

　

５
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
５
月
11
日
㈪
〜
14
日
㈭

※
定
例
総
会
は
、
５
月
25
日
㈪
の
予

ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
促
進
講
習
会

　

   

医
療
事
務
講
座

▼
受
講
対
象
者
＝
母
子
家
庭
の
母
お

　

よ
び
父
子
家
庭
の
父
な
ら
び
に
寡

　

婦
（
以
前
受
講
し
た
方
を
除
く
）

▼
募
集
人
数
＝
24
人
程
度

▼
受
講
期
間
＝
６
月
７
日
㈰
〜
11
月

　

22
日
㈰
（
す
べ
て
日
曜
日
）
／
時

　

間
…
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場
＝
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

　

合
会　
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52
）

▼
申
し
込
み
＝
Ａ
４
原
稿
用
紙
に
受

　

講
動
機
な
ど
を
記
入
し
、
申
込
書

　

に
添
え
て
５
月
24
日
㈰
（
消
印
有

　
効
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料
＝
６
０
０
０
円（
教
材
費
）

▼
託
児
＝
あ
り
（
２
歳
以
上
）

　
　
　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

問
申

疑
問
・
質
問
に
無
料
で
個
別
に
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
谷
和
原
支
店
＝
６
月
13
日
㈯　

午

　

前
９
時
〜
午
後
３
時

◎
予
約
問
い
合
わ
せ
先
…
☎
52
‐
３

　

０
３
０

▼
久
賀
支
店
＝
７
月
３
日
㈮　

午
前

　

９
時
〜
午
後
３
時

◎
予
約
問
い
合
わ
せ
先
…
☎
82
‐
２

　

２
５
１

▼
伊
奈
中
央
支
店
＝
７
月
４
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◎
予
約
問
い
合
わ
せ
先
…
☎
58
‐
０

　

０
０
７

　

 

税
理
士
に
よ
る

　

 

無
料
税
務
相
談

　

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部
で

は
、
税
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・

　

17
日
㈬

※
１
人
、
40
分
程
度

▼
場
所
＝
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦

　

支
部
税
務
相
談
所
（
土
浦
市
東
真

　
鍋
町
２
‐
５　

土
浦
市
民
会
館
東
隣
）

※
相
談
予
約
受
付
時
間
は
、
月
〜
金

曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
祝

日
を
除
く
）
で
す
。

　
　
　

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦

支
部　

☎
０
２
９
‐
８
２
４
‐

５
０
５
５

問
申

定
で
す
。

　

 

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
１
・
８
１
２
２
）

  

国
保
・
医
療
・
介
護

  

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

　

専
門
医
療
機
関
の
紹
介
、
医
療
費

一
部
負
担
金
の
減
免
、介
護
保
険
料
・

利
用
料
の
減
免
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
【
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】
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図書館からのお知らせ

図書館休館日（全館共通）
５月　  ７日㈭   11 日㈪
　　　15日㈮　18日㈪
　　　25日㈪　

おはなし会（本館のみ）
５月  ９日㈯（虹の会）
５月 23日㈯（図書館）
午後２時～
３歳ぐらいから

開館時間
午前 10時～午後６時

図書館へのお問い合わせ
☎ 58‐ 3710

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
…

　

す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
ま
わ
り

に
、
楽
し
く
あ
た
た
か
い
ひ
と
と
き

が
お
と
ず
れ
る
事
を
願
い
、
赤
ち
ゃ

ん
一
人
ひ
と
り
に
、
絵
本
を
開
く
楽

し
い
体
験
と
と
も
に
絵
本
を
手
渡
す

活
動
で
す
。 

▼
応
募
条
件
＝
赤
ち
ゃ
ん
や
絵
本
が

　

好
き
で
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
活

　

動
に
年
4
回
程
度
、
ご
協
力
い
た

　

だ
け
る
方
。

▼
活
動
日
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

　

３
〜
４
カ
月
児
健
診
時
に
活
動

　
（
平
日
午
後
3
時
間
程
度
）。

▼
募
集
人
数
＝
若
干
名
（
申
込
順
）

▼
申
し
込
み
方
法
＝
図
書
館（
本
館
）

　

窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

　

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
申

ジ
ャ
ー
な
ど
が
お
応
え
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
16
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

【
受
付
電
話
番
号
】

　

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
０

　

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
２

▼
回
答
者
＝
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、ケ
ー

　

ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉
団
体

　

の
ス
タ
ッ
フ

▼
相
談
料
＝
無
料

▼
相
談
内
容
＝
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

　

ス
の
利
用
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

　

費
用
や
保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い

　

る
こ
と
、
負
担
軽
減
策
な
ど

問

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

図
書
館
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

で
、
年
間
を
通
じ
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
仕
事
の
内
容

①
配
架
（
資
料
の
配
架
と
整
頓
）

②
本
の
修
繕

③
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
手
伝
い

▼
対
象
＝
20
歳
以
上
の
方

▼
活
動
時
間
＝
都
合
の
よ
い
日
、

　
よ
い
時
間
で
活
動
（
図
書
館
開
館
中
）

▼
活
動
場
所
＝
図
書
館
（
本
館
）

▼
活
動
期
間
＝
申
し
込
み
日
〜
平
成

　

28
年
3
月
末
（
継
続
可
）

▼
募
集
期
間
＝
随
時
募
集

▼
申
込
用
紙
＝
図
書
館
（
本
館
）
窓

　

口
に
設
置

　
　
　

  

図
書
館
（
本
館
）　

☎
58
‐

３
７
１
０

　

   

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
０

     

大
正
琴
無
料
体
験

     

コ
ン
サ
ー
ト

　

大
正
琴
で
唱
歌
・
演
歌
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
29
日
㈮　

午
前
10
時

　

30
分
開
演

▼
会
場
＝
み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

　

 

大
正
琴
を
楽
し
む
会　

土つ
ち
や屋　

☎
０
９
０
‐
７
２
８
４
‐
１
０
４
９

問

     

リ
コ
ー
ダ
ー

     

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

近
隣
の
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
多
数
参
加
し
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス

か
ら
現
代
曲
ま
で
幅
広
く
演
奏
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
＝
５
月
30
日
㈯　

午
後
１
時

▼
場
所
＝
み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー　

　

  

リ
コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト　

プ

リ
ズ
ム　

伊い
と
う藤　

☎
０
９
０
‐

５
３
１
８
‐
６
９
０
９

問

   

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と

    

サ
バ
イ
バ
ル
料
理
に
挑
戦

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
み
ん
な
と
、

災
害
に
備
え
て
、
サ
バ
イ
バ
ル
料
理

を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
26
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▼
受
付
＝
午
前
９
時
30
分

▼
場
所
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

▼
対
象
＝
年
長
〜
小
学
校
４
年
生

問 ▼
参
加
費
＝
無
料

　
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
取
手
三
団

　

平ひ
ら
お尾　

☎
０
９
０
‐
２
７
２
６
‐

６
１
８
９

▼
日
時
…
６
月
６
日
㈯　

※
小
雨
決
行
（
荒
天
時
は
翌
日
、
態

度
決
定
は
午
前
６
時
30
分
）

▼
回
収
物
…
新
聞（
チ
ラ
シ
混
入
可
）

　

／
雑
誌
／
段
ボ
ー
ル
／
ア
ル
ミ
缶

　

／
ビ
ー
ル
瓶
（
大
、
中
、
リ
タ
ー

　

ナ
ブ
ル
）
と
ケ
ー
ス

▼
回
収
で
き
な
い
も
の
…
欠
け
て
い

　

る
ビ
ン
／
一
升
瓶
／
鉄
く
ず
類

▼
回
収
方
法
…
当
日
の
朝
、
地
区
委

　

員
が
回
収
し
ま
す
。
午
前
７
時
ま

　

で
に
家
の
前
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
   

谷
原
小
学
校  

☎
52
‐
２
０
０
９

問

     

谷
原
小
学
校

資
源
回
収
の
お
知
ら
せ
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

今
、
い
ろ
い
ろ
と
話
題
に
な
る
認
知
症
。
テ
レ
ビ
を
見

て
も
、
新
聞
を
読
ん
で
も
、
心
配
が
募
る
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
な
の
か
。
家
族
が
認
知

症
に
な
っ
た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
も
し
も
自

分
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
周
り
に
ど
う
接
し
て
ほ
し
い

の
か
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
こ
れ
か
ら
身
近
に
増
え
る
で
あ
ろ
う

認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
方
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
い
認
知
症
と
い
う
病
気
を
み
ん

な
で
学
び
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受

け
る
と
認
定
さ
れ
ま
す
。
認
定
さ
れ

た
方
に
は
、
認
知
症
の
方
を
支
援
す

る
目
印
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

（
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
）を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】　

　

５
月
28
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分 つ

く
ば
み
ら
い
市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
数
は

２
９
６
３
人
で
す
！
（
３
月
１
日
現
在
）

【
開
催
場
所
】

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

【
対
象
者
】

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
通
学
し
て

い
る
学
生
、
通
勤
し
て
い
る
方
な
ど

※
介
護
専
門
職
な
ど
を
対
象
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
定 

員
】
…
先
着
30
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
参
加
費 

】
…
無
料

【
講
座
内
容
】

　

認
知
症
の
症
状
・
認
知
症
の
人
と

接
す
る
時
の
心
構
え
な
ど

【
申
込
期
限
】

　

５
月
22
日
㈮
（
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
）

【
申
し
込
み
先
】

　

介
護
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 　

 

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　

☎

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
５
）

問
申

介護予防カレンダー（５月）

会場 実施日
板橋コミュニティセンター 14日㈭　21 日㈭　28 日㈭
谷井田コミュニティセンター 14日㈭　21 日㈭　28 日㈭　
みらい平コミュニティセンター 12 日㈫　19 日㈫　26 日㈫
きらくやますこやか福祉館   ８日㈮　15 日㈮　22 日㈮
青木自治会館 11日㈪　18日㈪　25 日㈪
谷和原公民館　谷原分館 12日㈫　19 日㈫　26 日㈫
谷和原公民館　福岡分館 14日㈭　21 日㈭　28 日㈭　
内宿公民館（筒戸） 11日㈪　25 日㈪
西ノ台倶楽部 13日㈬　20 日㈬　27 日㈬　

○地域体操クラブ
　シルバーリハビリ体操指導士によるいきいきヘルス体操
実施時間：午前 10時～ 11 時 30 分

会場 実施日

谷井田コミュニティセンター 14日㈭　21 日㈭　28 日㈭

○すこやか貯筋教室
　65歳～ 70歳前半の方を対象とした、健康運動
　指導士による運動
実施時間：午後１時 30分～３時

■参加費…無料
■持ち物…タオル、飲み物
※悪天候時や積雪、災害時などは休講になる場合があり
ます。参加者への個別連絡は原則行いません。
※開催の可否は介護福祉課へお問い合わせください。

　市では、65歳以上の方を対象に各種体操クラブを実施しています。
　どのクラブも事前申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

伊奈庁舎介護福祉課　☎ 58‐ 2111（内線 1172）問

講座の様子
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保 健 だ よ り保 健 だ よ り

　

Ｑ

Ａ

問
　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）
☎
25

‐
３
２
８
８

消費生活センターイメージ
キャラクター『まみりん』

保険ショップ
　テレビのＣＭで、保険について無料で相談で
きる「保険ショップ」を知りました。内容や利
用の注意点について教えてください。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（３０代・女性）

　
「
保
険
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、
代

理
店
が
複
数
の
保
険
会
社
と
契
約

を
結
び
、
様
々
な
保
険
商
品
を
取

り
扱
う
「
乗
り
合
い
代
理
店
」
の
こ
と
で
す
。

駅
前
や
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
店

舗
が
あ
り
、
無
料
で
保
険
の
加
入
や
見
直
し
を

提
案
し
て
く
れ
る
の
で
、
最
近
、
利
用
者
が
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

利
用
者
と
し
て
は
、
中
立
・
公
正
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
保
険
シ
ョ
ッ
プ

に
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
勧
め
る

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
代
理
店
で
あ
る
た
め
、

保
険
を
販
売
し
た
際
に
保
険
会
社
か
ら
手
数
料

を
得
て
い
ま
す
。

　

金
融
庁
は
、
保
険
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
ル
ー

ル
を
保
険
業
法
に
定
め
、
平
成
28
年
５
月
ま
で

に
施
行
の
予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
と
提
案
さ
れ
る
プ
ラ
ン
が
合
っ
て
い
る

か
ど
う
か
の
確
認
義
務
と
、
保
険
金
の
支
払
い

条
件
・
保
険
期
間
・
保
険
金
額
な
ど
、
必
要
な

情
報
提
供
を
行
う
義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
を
選
ぶ
際
に
は
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に

加
入
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
も
情
報
を
集
め
て

自
分
に
合
っ
た
保
険
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

自
分
に
合
っ
た
保
険
を
選
ぶ

平
成
27
年
度
が
ん
検
診
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
の
ご
案
内

種類 検診方法 対象者 検診内容

胃がん検診 集団検診
（みらい健診①） 18歳以上の方 バリウムによる胃部Ｘ線検査

大腸がん検診

集団検診
（みらい健診①②）18歳以上の方

便潜血検査
医療機関検診
（協力医療機関） 40歳以上の方

前立腺がん検診 集団検診
（みらい健診①②）50歳以上の男性 血液（ＰＳＡ検査）

肺がん検診 集団検診
（みらい健診①②）40歳以上の方

・胸部間接Ｘ線撮影
・喀痰細胞検診（問診で必
   要と認められた場合）

肝炎ウイルス検診

集団検診
（みらい健診①②）

40 歳～ 74 歳以下
で、市の検診で肝炎
ウイルス検診を受
けたことがない方

血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウイルス検査）医療機関検診

（協力医療機関）

子宮がん検診

集団検診
（婦人科検診）

20歳以上の女性 子宮頸部細胞診
医療機関検診

（登録医療機関）

乳がん検診

集団検診
（婦人科検診）

20歳以上の女性

・超音波…20～ 39 歳
・超音波＋マンモグラフィ
（２方向）…40～ 49 歳
・超音波＋マンモグラフィ
（１方向）…50～ 56 歳
・マンモグラフィ（１方向）
…57歳以上
※マンモグラフィは２年に１回

医療機関検診
（登録医療機関）

　

市
が
行
う
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険

に
関
係
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
施
時
期
・
申
請
方
法
・
負
担

額
・
注
意
事
項
な
ど
は
「
平
成
27
年

度
つ
く
ば
み
ら
い
市
健
康
管
理
予
定

表
」
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
か

ら
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
平
成
27
年

度
の
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
左
記
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
ご
自
身
と
大
切
な
家
族
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎集団検診 ：みらい健診①と婦人科検診は予約制です。
◎医療機関検診：登録（協力）医療機関で受診できます。受診する際は「受診券」が必要です。
　受診の前に発行の申請を行ってください。受診券の有効期限は平成 28年２月 29日㈪
　です。例年、12～２月の検診は混み合いますので、計画的に受診しましょう。

　

 

健
康
増
進
課
が
ん
対
策
室
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
25
‐
２
１
０
０

問
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保 健 だ よ り保 健 だ よ り

●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日22人（予約制・定員になり次第終了）
●申し込み方法＝電話でお申し込みください。２日目以
降は窓口でも可。申し込みは、本人、家族のみです。（都
合により、休講または変更する場合があります）
※ミニ教室は一人2種類まで。バランスボールはどちらか一方。
＜講習・ミニ教室申込期間＞＜講習・ミニ教室申込期間＞
５月14日㈭から受け付けます。（土・日・祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

●対象者＝市内在住・在勤・在学者で15歳以上の方
（中学生を除く）
※障害者手帳をお持ちの方はご持参ください。
●定員＝各日８人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口で直接お申し込み
ください。申し込みは、本人、家族のみです。

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分（月曜日休室）
●料　金…１回あたり150円（減額制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健
康増進室利用講習会※1 」を受けてください。

【健康増進室６月スケジュール】

申 健康増進課（保健福祉センター内）☎25-2100　

期  日 開始時間 使用料

    健康増進室   
    利用講習会※１ 
（１時間30分程度）

５日㈮ 午後１時

無料  13日㈯ 午後１時
  19日㈮ 午後６時30分
28日㈰ 午後１時

期  日 開始時間 使用料

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（１時間程度）

  ２日㈫

 午前11時 150円９日㈫
 16日㈫
 23日㈫

バランスボール・
シェイプアップ
（１時間程度）

３日㈬

 午前11時 150円10日㈬
17日㈬
24日㈬

チューブ運動
（１時間程度）

 ４日㈭  
 午前11時 150円11日㈭

18日㈭
25日㈭

バランスボール・
リフレッシュ
（１時間程度）

５日㈮

 午前11時 150円 12日㈮
 19日㈮
 26日㈮

※２

◎ミニ教室　  の使用料には、健康増進室使用料を含みます。※２

～がん対策室通信～～がん対策室通信～

○子どもの健診・教室など 会場：保健福祉センター

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。
※ピヨピヨ組は谷和原公民館が会場です。

○相　談 事業名 期　日 時　間 対　象
３～４カ月児健診  13日 ㈬ 午後１時～２時 平成27年１月生
１歳６カ月児健診  21日 ㈭ 午後１時～２時 平成25年10月生
２歳児歯科健診  15日 ㈮ 午後１時～２時 平成25年４月生
３歳児健診  20日 ㈬ 午後１時～２時 平成24年３月生
のびのび教室 12日 ㈫ 午前10時～ 11時30分 平成26年４月生
パパママ教室（予約制）23日 ㈯ 午前９時～正午 妊娠中の夫婦
離乳食教室(前半) 14日 ㈭ 午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け
離乳食教室(後半) （予約制） 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場(ピヨピヨ組)※

 22日 ㈮ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

日　　時 会　　場
移　    動
健康相談
（予約不要）

13日㈬
午前９時30分～ 11時 下小目公民館

こころの
健康相談
（予約制）

27日㈬
午後１時30分～３時 保健福祉センター

保健カレンダー (５月）保健カレンダー (５月）

がんの治療と仕事
　

生
涯
の
う
ち
に
日
本
人
の
2
人
に

1
人
が
、
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
が

ん
の
5
年
相
対
生
存
率
は
確
実
に
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
が
ん
患
者
や
経
験

者
の
中
に
も
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
が
ん
の
治
療

効
果
が
高
ま
る
一
方
で
、
体
の
負
担

を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
工
夫
も
進

ん
で
い
ま
す
。
今
や
病
気
に
向
き
合

い
な
が
ら
治
療
を
継
続
し
た
生
活
を

送
る
「
が
ん
と
共
に
生
き
る
」「
が

ん
と
共
に
働
く
」
と
い
う
時
代
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

一
方
で
、
内
閣
府
が
実
施
し
た
調

査
で
は
、「
が
ん
治
療
と
仕
事
の
両

立
が
困
難
」
と
考
え
る
人
は
60
％
を

超
え
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
は
深
刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
治
療
と
仕
事
の
両
立
が
難
し

い
理
由
と
し
て
は
「
職
場
の
理
解
や

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
」、「
体
力
に

自
信
が
な
い
」、「
精
神
的
負
担
が
大

き
い
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
に
求
め
る
対
策
と
し
て
は
、

「
医
療
機
関
の
整
備
」
に
続
き
、「
専

門
的
医
療
従
事
者
の
育
成
」、「
就
労

が
困
難
に
な
っ
た
際
の
相
談
・
支
援

体
制
の
整
備
」
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
、
今
や
決
し
て
特
別
な
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
や
人
と

の
つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と
は
、
生
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
治
療
を
続

け
て
い
く
上
で
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。
治
療
を
続
け
な
が
ら
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
社
会
の
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

⒈  

仕
事
復
帰
前
・
治
療
中

　

社
会
復
帰
に
向
け
て
体
調
を
整

え
、
体
力
を
つ
け
る
時
期
で
す
。
あ

せ
ら
ず
無
理
を
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
職
場
の
上
司
な
ど
に
、
状
況

報
告
や
復
帰
の
予
定
・
希
望
な
ど
を

連
絡
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

⒉  

治
療
と
仕
事
の
両
立

　

体
調
管
理
が
難
し
い
時
期
で
す
。

心
身
と
も
に
完
全
で
は
な
い
こ
と
を

周
囲
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
職
場
の
上
司
や
同
僚
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
分
に
と

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⒊  

治
療
一
段
落
・
寛
解
期

　

体
調
も
回
復
し
、
仕
事
の
ペ
ー
ス

も
つ
か
め
今
ま
で
の
分
を
取
り
戻
そ
う

と
、
頑
張
り
が
ち
な
時
期
で
す
。
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【仕事復帰（リワーク）へのステップ】
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地　区 収集日 申　込　日
小張・豊、小絹、絹の台 5月13日㈬ 5月  1日㈮   ・   7日㈭
板橋、紫峰ヶ丘・富士見ヶ丘 5月20日㈬ 5月11日㈪ ～ 13日㈬
三島・東、谷原、陽光台 5月27日㈬ 5月18日㈪ ～ 20日㈬

谷井田、福岡・十和  6月  3日㈬ 5月25日㈪ ～ 27日㈬

粗大ごみ収集・申込日（５月）

※申し込み専用☎ 52 ‐ 3152　午前９時から午後５時まで

谷 和 原 庁 舎                       ３日・17日

伊 奈 庁 舎                    10日・24日
 開庁時間：午前８時30分から正午まで
   業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車　   
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参　
　の場合のみ）の収納

【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、
     印鑑登録および印鑑登録証明書などの発行
　※住民票の異動（転入・転出など）およびパスポート
　申請などの手続きはできません。
　　なお、第２第４日曜日の開庁時間のみパスポート
　の交付が可能です。
問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐ 2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8112）

市社会福祉協議会心配ごと相談（５月）

行　政　相　談（５月）
　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えに
くい」など、困っていることはありませんか？こんなとき、
行政相談委員にご相談ください。
日　時　　５月14日㈭　午後１時30分～３時30分
場　所　　谷和原公民館　『和室1』
　　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　行政相談委員
　今
いま

川
がわ

    和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　    ☎58 - 0676　下平柳828 - 3

消 費 生 活 相 談
　市消費生活センターでは、消費生活に関する苦情や問い
合わせを、専門の相談員が受け付けています。消費生活に
ついてのトラブルに巻き込まれたり、迷ったりしたときに
は、お気軽にご相談ください。
日　時　毎週月～金曜日　午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　※祝日・年末年始は除く
場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）
            ☎ 25 ‐ 3288（センター直通）  FAX  57 ‐ 2288　

人　権　相　談（５月）
　家庭内の問題、いじめ、セクハラ、近隣関係など、心配
ごとや困っていることがありましたら、お気軽にご相談く
ださい。プライバシーは厳守されます。
日　時　5月8日㈮　午前10時～正午
場　所　板橋コミュニティセンター

　　　　また、随時相談を受け付けています。
問い合わせ先　人権相談員   
  秋
あ き た

田  政
ま さ お

夫さん  　  ☎52 - 2182 　　古川954－2
  岡
お か の

野  美
み ち こ

智子さん　☎52 - 2636   　  下長沼228－1

　5月  ７日㈭　  法律相談(弁)…すこやか福祉館
           12日㈫　  法律相談(弁)…保健福祉センター
　　    13日㈬　  心配ごと相談…すこやか福祉館 
　  　　  〃 　     心配ごと相談…保健福祉センター
           19日㈫　  法律相談(弁)…すこやか福祉館 
　　    26日㈫     法律相談(司)…保健福祉センター  
◎法律相談（弁）（司）

　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
◎心配ごと相談

　
相談員による相談　午後１時～３時
予約・問い合わせ先

  　　
 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　

　　　☎ 57 - 0123 

教　育　相　談（５月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校（適応支援教
室「なのはな」）・友人関係・受験・カウンセリングなど
教育に関する相談についてご利用ください。来所相談の
ほか、電話相談も受け付けています。
場所 教育支援センター
日程 毎週月～金曜日（祝日除く）
　時間　 午前９時～午後４時

 　電話番号 ☎57‐ 0983

●教育相談員：遠
えんどう

藤　一
かず み

美さん・斉
さいとう

藤　篤
あつ

子
こ

さん

休日救急当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先
 ３日㈷ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

４日㈷ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

５日㈷ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

 　  ６日(振休） 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

 １０日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

 １７日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

 ２４日㈰ ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

 ３１日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

              小児科救急当番病院（５月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 ＪＡとりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551

                                　　　   くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-48-2336

旧谷和原村全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029-836-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）・三島（戸茂・戸崎・根柄）

 日曜日開庁のお知らせ（５月）



23 －次号は５月25日（月）配布開始－

火災・救急統計
●火災
　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

３月分

0件

　0件

3件

3件

　３月分

9件

89件

　32件

130件

27年分

3件

　1件

5件

9件

27年分

47件

298件

　86件

431件

～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな
ければ行うことができません。工事の際は指定を受けた事業者に依頼し、上下水道課
へ届け出をしてください。
　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知り
たい場合は別途お問い合わせください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道工事・修理→給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                       

 上下水道課　    58-2111（内線8207）
　　　　　　　　　　　　

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

大久保水道工業 谷井田1403-3 58 - 8177 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

㈲坂本設備工業 豊体612‐２ 58 - 0070 ㈱武平 福原188 57- 0600

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809

問  ☎  ＜市内給水装置工事事業者一覧＞

1
日
㈰
＝
県
立
伊
奈
高
等
学
校
第
26
回
卒
業
証
書
授
与
式

2
日
㈪
＝
庁
議

3
日
㈫
＝
第
1
回
定
例
会
本
会
議

5
日
㈭
＝
第
1
回
定
例
会
一
般
質
問

7
日
㈯
＝
Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み
女
性
部
第
26
回
総
会

9
日
㈪
＝
民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
状
交
付
式

11
日
㈬
＝
伊
奈
東
中
学
校
卒
業
式
・
第
2
回
防
災
会
議

12
日
㈭
＝
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
管
理
者
会

14
日
㈯
＝
認
定
こ
ど
も
園
ふ
た
ば
ラ
ン
ド
卒
園
式
・
第
17

　
　
　
　

回
梅
照
流
寿
緒
会
舞
踊
発
表
会

17
日
㈫
＝
谷
和
原
幼
稚
園
卒
園
式
・
シ
ー
デ
ー
シ
ー
情
報

　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
㈱
と
の
「
見
守
り
活
動
へ
の
協
力
に

　
　
　
　
関
す
る
協
定
」
締
結
式
・
Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み
よ
り

　
　
　
　

交
通
安
全
帽
子
贈
呈

19
日
㈬
＝
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

20
日
㈭
＝
谷
井
田
小
学
校
卒
業
式

24
日
㈪
＝
伊
奈
第
1
保
育
所
終
了
式
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
理
事
会
・
県
南
西
政
経
懇
話
会
3
月
例
会

25
日
㈬
＝
常
総
衛
生
組
合
定
例
会
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

　
　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
と
の
「
見
守
り
活
動
へ
の
協
力
に
関

　
　
　
　

す
る
協
定
」
締
結
式

26
日
㈭
＝
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
、
評
議
委
員
会
・
常

　
　
　
　

総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
定
例
会

27
日
㈮
＝
あ
い
保
育
園
陽
光
台
開
所
式
・
戸
籍
に
係
る
電

　
　
　
　

子
情
報
処
理
組
織
の
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約

　
　
　
　

に
基
づ
く
協
議
書
締
結
式

28
日
㈯
＝
き
ら
く
や
ま
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

29
日
㈰
＝
第
3
分
団
器
具
置
場
竣
工
式
・
元
気
長
寿
を
目

　
　
　
　

指
す
シ
ニ
ア
世
代
の
祭
典
・
き
ら
り
保
育
園
竣

　
　
　
　

工
式

31
日
㈪
＝
退
職
者
辞
令
交
付
式
・
教
育
長
部
局
辞
令
交
付

　
　
　
　

式
・
派
遣
職
員
辞
令
交
付
式

   

市
長
３
月
の
動
静
（
３
月
1
日
〜
31
日
）

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

５月の納税など
軽 自 動 車 税　　　全 期 分

後期高齢者医療保険料　　　随 時 分

保 育 料　　　５ 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　５ 月 分

住 宅 使 用 料　　　５ 月 分

地　　                                                              代　         ５ 月 分

上下水道料金(取）含　　　３ 月 分

　                           ☆納期限は6月1日㈪です。
 （取）：取手地方広域下水道組合

【水質劣化に注意】 
 　留守などにより、水道水を数日間使用しなかった場

合は、塩素濃度が低くなり水質が劣化していることがあ

ります。使い始めの水（バケツ２杯程度）は飲用以外に

お使いください。

デマンド乗合タクシー 「みらいくん」 をご利用ください

問申

　「みらいくん」は、ご自宅から市内の目的地までドア
ツードアで行くことができる大変便利な公共交通です。
たくさんの方のご利用をお待ちしています。

伊奈庁舎みらいまちづくり課　☎ 58‐ 2111（内線 1222）



つくばみらいの魅力、つくばみらいの魅力、
発信します！発信します！

　市では、市民協働のまちづくりを推進市では、市民協働のまちづくりを推進
するため、市の魅力などを市民目線で発するため、市の魅力などを市民目線で発
信してもらう、市民特派員とともに、広信してもらう、市民特派員とともに、広
報紙の取材・編集を行っています。報紙の取材・編集を行っています。
　今回は、「福岡堰の桜」を取材した際　今回は、「福岡堰の桜」を取材した際
の様子をご紹介します。の様子をご紹介します。

　市内の桜が見ごろを迎えた４月３日、桜の名所のひとつで
ある福岡堰には大勢のお花見客が訪れ、咲き誇る満開の桜を
堪能しました。。
　関東三大堰の一つに数えられている福岡堰。小貝川と福岡　関東三大堰の一つに数えられている福岡堰。小貝川と福岡
堰から流れる用水路沿いには、約 1.8 キロにわたり大小合わ堰から流れる用水路沿いには、約 1.8 キロにわたり大小合わ
せて約 600 本のソメイヨシノが植えられ、春になると薄紅せて約 600 本のソメイヨシノが植えられ、春になると薄紅
色のトンネルを形成します。大きく張り出した枝が水面に映色のトンネルを形成します。大きく張り出した枝が水面に映
る姿も美しく、付近一帯は、茨城観光 100 選にも選ばれてる姿も美しく、付近一帯は、茨城観光 100 選にも選ばれて
います。います。
　　取材当日は、風の強い一日でしたが、時々、鶯の鳴く声も聞取材当日は、風の強い一日でしたが、時々、鶯の鳴く声も聞
こえ、お花見に訪れた大勢の皆さんを楽しませていました。こえ、お花見に訪れた大勢の皆さんを楽しませていました。
　　桜のアーチを歩きながら、インタビュースタート。娘、孫桜のアーチを歩きながら、インタビュースタート。娘、孫

と一緒に来たというと一緒に来たという円円
えんじょうじえんじょうじ

城寺城寺和和
かずのりかずのり

則則さん（牛久市）は「ここの桜さん（牛久市）は「ここの桜
はいつ来ても圧巻。遊歩道があるのでゆっくり歩きながら楽はいつ来ても圧巻。遊歩道があるのでゆっくり歩きながら楽
しめる。福岡堰に興味が湧き、色々勉強をしている」と話ししめる。福岡堰に興味が湧き、色々勉強をしている」と話し
てくれました。夫婦で訪れていたてくれました。夫婦で訪れていた船船

ふなびきふなびき

曳曳正正
まさきま さ き

起起さん（横浜市）は「以さん（横浜市）は「以
前、こちらに仕事で赴任したのがきっかけで知り、自宅のあ前、こちらに仕事で赴任したのがきっかけで知り、自宅のあ
る横浜に戻ってからも毎年来ている。春になるといつ桜を見る横浜に戻ってからも毎年来ている。春になるといつ桜を見
に行こうかと話をするのが毎年恒例」と笑顔を見せてくれまに行こうかと話をするのが毎年恒例」と笑顔を見せてくれま
した。福岡堰の桜に魅せられ、近くに住むことを決めたといした。福岡堰の桜に魅せられ、近くに住むことを決めたとい
うう引引

ひきたひ き た

田田君君
きみえき み え

枝枝さん（つくばみらい市）は「毎年、桜を見るのがさん（つくばみらい市）は「毎年、桜を見るのが
楽しみ。市外から遊びに来た友達を案内したい。自慢の場所楽しみ。市外から遊びに来た友達を案内したい。自慢の場所
です」と話してくれました。です」と話してくれました。
　きっかけがこの場所で、まちに興味を持ってくれた方。身　きっかけがこの場所で、まちに興味を持ってくれた方。身
近にある憩いの場所として親しむ方。市内外を問わずたくさ近にある憩いの場所として親しむ方。市内外を問わずたくさ
んの方に支持される理由は、自然に地域と人とのつながりがんの方に支持される理由は、自然に地域と人とのつながりが
できるから。それが「福岡堰の桜」の魅力なのではないかとできるから。それが「福岡堰の桜」の魅力なのではないかと
思いました。思いました。

春爛漫！福岡堰の桜並木

　 市民特派員　市民特派員　
　　山山

やまだや ま だ

田田亜亜
あ きあ き

希希さんさん
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